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はじめに 

 

この「図書館情報活用ガイド」は、大学生活の中で必要となる情報検索の知識と技術を習得す

ることを目的としています。 

 

大学生活の中で情報検索をする機会は、レポートの作成や卒業研究のためだけではありません。

たとえば就職活動にあたって、社会情勢を把握するために新聞記事を検索するなど、情報検索は

さまざまな場面で必要になります。 

情報を活用するためには、検索するだけでなく、情報の信頼性を分析し、自分にとって必要な

情報を選別し、その情報をもとに自分の考えを伝える力を養うことも重要です。 

 

このガイドブックでは、キャリアデザインや論文作成のための情報収集法を通じて、図書館の

データベースの使い方と、その活用法を説明していきます。 

大学図書館が所蔵する多様な情報源を自分自身で活用するためのステップを理解する中で、

情報収集、レポートや論文作成などの基礎力がつくようになります。 

 

ここで得た基礎知識は、社会に出てからも必要な知識ばかりです。情報を整理し取捨選択する

力、論理的に思考する力、物事を順序だてて説明する力。現代の教養として求められるこうした能

力を、大学図書館を通じて身につけてください。 

 

 

 

 

＊ 基本的な蔵書検索やOPACの使い方などは「学術情報センター 利用の手引き」

で説明しています。あわせて活用してください。 
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キャリアデザインのための情報収集 

1.1 キャリアデザインとは  

 

これから社会に出るにあたって、自分自身の将来設計を主体的に行い、その実現のために

必要な知識やスキルを身につけることが大学生の「キャリアデザイン」です。 

大学生活を通じて、就職活動だけでなく、その後の社会人生活の中でも必要とされる能力を

高め、自分のための”キャリア”を築く方法を探していきましょう。 

 

就職までの流れ 

  キャリアを形成する中で、就職活動は大きなポイントとなります。 

図のように下調べや情報収集を通じて準備を整え、スキルアップを目指すことが重要です。 

 

  社会人としてスタートをきるための大事な選択、「就職」。就職までのステップの中で、図書館

を活用して情報を収集し、自分のキャリアとは何かを探求しましょう。 

 

① 進路の特定 

  将来どのような道に進みたいか、どのような自分になりたいかをイメージしながら、

具体的に進路・職業を特定します。自分の適性やこれまでの学習の成果と考え合わせて

選択肢を絞っていきましょう。 
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自己分析 ①進路の特定 ②情報収集   就職 ③スキルアップ 

＊ キャリアデザインの教科書 

図書館では「キャリアデザイン」に役立つ資料を多く揃えています。 

進路に迷っている人も、まだ実感がわかない人も、 

考えを整理しながら読み進め、進路決定の参考にしてください。  

例えば… 

◆齊藤豊, 内野好郎著 

『女子大生のためのキャリアデザイン』日本教育訓練センター, 2015 

◆岩井洋, 奥村玲香, 元根朋美著 

『プレステップキャリアデザイン, 第 3版』弘文堂, 2016 

◆大久保幸夫著 

『キャリアデザイン入門 1: 基礎力編』日本経済新聞社, 2006 
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② 情報収集 

  進路を決めたら、業界や企業についての情報収集を始めましょう。できるだけ多くの

情報源にあたるとともに、データベース等を使って効率的に情報検索を行います。まず

は広く業界研究から始め、徐々に希望する企業について個別の情報を集めていきましょ

う。 

 

 

 

・ 業界についての基礎知識            ・ 会社の基本情報 

・ 業界動向                       ・ 会社に関連する話題・記事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館の就職活動支援サイト  

学術情報センターWebサイト内には、図書館で提供している就職活動支援の 

サービスがまとまったポータルサイト『図書館の就職活動支援サイト』があります。

活用して質の高い情報を効率よく収集し、就職活動の強みにしましょう。 

 

 

 

業界研究 

 

企業研究 

 

＊ 業界について知りたい！ 

図書館のWebサイトを使って、雑誌記事データベースで検索してみ

ましょう。記事から最新の情報を入手し、業界動向に強くなること

ができます。 

 5.1東洋経済デジタルコンテンツ・ライブラリー で検索しよう 

 5.2日経 BP記事検索サービス（アカデミック版）で検索しよう 

 

  

  

 

 
＊ 社会情勢をキャッチしよう！ 

図書館のWebサイトを使って、新聞記事データベースで検索してみ

ましょう。時事問題を把握し、社会情勢を読み取る力をつけること

ができます。 

 4.1 朝日新聞クロスサーチで検索しよう 

 4.2中日新聞・東京新聞記事データベースを検索しよう 

 

 

CHECK!  

図書館の就職活動支援サイト  
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③ スキルアップ 

  情報収集とともに、自分自身のスキルを磨く努力も必要です。面接やエントリーシー

トなどの就職試験対策とあわせて、興味のある資格取得にチャレンジすることも大切で

す。また、就職してからも役立つビジネスマナーや IT関連の基礎知識も身につけておき

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館の資格取得支援サイト  

学術情報センターWebサイト内には、『資格取得支援サイト』があります。 

本学で取得可能な資格、取得をサポートする資格（要受験）のリストから、 

関連資料や資格の公式サイトにリンクされています。 

 

学術情報センター URL：https://lsic.nagoya-wu.ac.jp/ ＞ 図書館資料を探す ＞ 資格取得支援サイト 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 資格・就職関連の本を読むなら… 

図書館の「ラーニングコモンズ 就職・資格コーナー」を 

探してみましょう。各種資格試験の問題集、就職関連の資料が豊富に揃って

います。時事問題やマナーに関する本も参考にして、就職試験対策に活用し

てください。     

 

＊ 社会人としての基礎知識を身につけよう 

実際に就職してから戸惑うことのないように、最低限のビジネスマナーや 

パソコンの基礎知識を身につけておきましょう。 

データベース「日経 BP 記事検索サービス（アカデミック版）」では、ビジネス

の場面で役立つ記事のほか、パソコンスキルアップ講座も開設されています。 

  「5.2 日経 BP記事検索サービス（アカデミック版）で検索しよう」参照 

 

＊ 会社について知りたい！ 

データベース「東洋経済デジタルコンテンツ・ライブラリー」に収録 

されている「会社四季報」を探してみましょう。「会社四季報」は 

“会社辞典”とも言える企業データブックです。就職情報として有効 

活用してください。 

 「5.1東洋経済デジタルコンテンツ・ライブラリーで検索しよう」参照 

資格取得支援サイト  

CHECK!  
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・ 東洋経済 ONLINE 就職四季報プラスワン  

https://toyokeizai.net/category/shushoku 

就職活動、企業に関するトピックが充実しています。 

 

・ 日本経済新聞  

   https://www.nikkei.com/ 

     日本経済新聞の電子版です。 

 

・ EDINET 

   http://disclosure.edinet-fsa.go.jp/ 

     企業の有価証券報告書などの開示書類を検索・閲覧できるサイトです。 

 

・ コトバンク - kotobank    

https://kotobank.jp/ 

     朝日新聞、朝日新聞出版、講談社、小学館などの辞書から、用語を一度に検索できるサー

ビスです。 

 

・ Web日本語    

https://www.web-nihongo.com/ 

     小学館による日本語に関するサイトです。漢字や敬語の学習ができます。 

 

・ 国立国会図書館 リサーチ・ナビ 経済・社会・教育 

https://rnavi.ndl.go.jp/business/ 

経済・社会・教育に関する情報を探すツールが紹介されています。業界動向や会社情

報も調べることができます。 

＊講習会の活用 

大学図書館では就職活動を始める時期に合わせて各学科、学年向けに情報収集の方法な

ど講習会を開いています。新聞記事や雑誌記事の検索から業界研究の方法まで、データベー

スの使い方を通じて就職活動をサポートしていきます。 

授業の一環で催される講習会は勿論のこと、図書館でも随時説明をしますので積極的に

活用してください。 

 

＊就職活動に役立つ情報 

  図書館 Web サイトとともに、インターネット上の役立つサイトも活用しましょう。時事問題や社会・

経済情勢のほか、面接や試験にあたって必要となる日本語力も身につけることができます。 
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キャリアデザインのための情報収集 

1.2  就職活動のための情報収集  

これから就職活動を始めるにあたって、正確な情報をより多く収集することが成功への 

近道となります。ここでは図書館でできる企業研究、業界研究の方法を説明します。 

データベースや図書、Webサイトを活用して、実践に役立つリサーチ方法を身につけましょう。 

 

企業研究＆業界研究のススメ 

 

 

 

 

  

 

 

① 用語を調べる       用語やキーワードを調べるためには、オンライン辞書や用語集が便利です。 

 オンライン辞書で調べる 

    ・JapanKnowledge …多数の辞書・事典を一括検索できるオンライン百科事典です。 

                「3.1 JapanKnowledge で検索しよう」参照 

   用語集で調べる  ※（）内の番号は図書館の請求記号です。図書館で探すときにはメモしておきましょう。 

    ・『現代用語の基礎知識』  （039/2/'19） ＊JapanKnowledgeでも検索ができます 

    ・『朝日キーワード, 2022』 （S8/20299） 

  インターネットで調べる 

     ・コトバンク- kotobank https://kotobank.jp/  時事問題なども調べられる用語解説サイトです。  

 

 ② 企業情報を調べる   データベースやWebサイトを使って企業情報を効率よく調べましょう。 

Step１: 企業の基本データを知る 

  会社四季報で調べる 

 東洋経済デジタルコンテンツ・ライブラリーや JapanKnowledge のコンテンツ＜会社四季報＞を使って企業情報

が調べられます。   「5.1 東洋経済デジタルコンテンツ・ライブラリで検索しよう」参照 

               「3.1 JapanKnowledge で検索しよう」参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
＜何に役立つ？＞ 

会社や業界の選択、

エントリーシート作成

や面接の場面で役立

ちます！ 

＜何を調べる？＞ 

会社の特色や業績、財務

内容などの企業情報や、

業界の最新動向などを網

羅的に調べます。 

＜どうやって調べる？＞ 

必要な情報に合わせて、調

べ方を選びましょう。 

・図書 ・新聞 ・雑誌 

・データベース ・Webサイト 

④検索結果が表示

されます 

③キーワードを 

入力して検索 

① 詳細（個別）検索

をクリック 

②プルダウンメニューから

「会社四季報」を選択 
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Step２: 企業の詳細データを知る 

    企業のより詳細な情報については、各社の公式サイトで調べることができます。また、各企業の CSR 報告

書を通じて各社の取り組みやポリシーなどを知ることもできます。一部の CSR 報告書は図書館で閲覧するこ

とができます。 

※CSR とは･･･企業の社会的責任。企業が社会利益や環境利益を考えながら事業を行うこと。 

・CSR図書館.net http://csr-toshokan.net/  CSR 報告書、社会環境報告書などを集めたサイトです。 

 

Step３: 社史を調べる 

   会社の設立背景や経営理念をよりよく把握するために、社史を調べることもできます。図書館には各社の社

史をまとめた本や、参考図書があります。 

   ・『日本会社史総覧』 （335/386/1～3） 

    ・『ライオン 120 年史』 （335/458） 

    ・ユニセフ社史：『子どもたちの笑顔のためにユニセフと歩んだ 50 年』（369.4/166） 

 

③ 業界動向を調べる   興味を持った業界の最新動向を調べるには雑誌や新聞検索が有効です。 

 雑誌記事検索データベースで調べる 

・東洋経済デジタルコンテンツ・ライブラリー…『会社四季報』、『就職四季報』など、東洋経済新報社の刊行する

経済・ビジネス・企業情報誌をオンライン上で検索・閲覧できます。 

 「5.1 東洋経済デジタルコンテンツ・ライブラリーで検索しよう」参照 

・日経記事BP検索サービス（アカデミック版） …日経BPなどが発行する雑誌記事、企業や官公庁/地方自治体の

発表するリリースなどを、オンライン上で検索・閲覧できます。 

 「5.2 日経 BP 記事検索サービス（アカデミック版）で検索しよう」参照 

・CiNii Research…雑誌掲載論文・記事を検索できます。本文が無料公開されているものもあります。 

 「6.2  CiNii Research で検索しよう」参照 

 

新聞記事検索データベースで調べる 

・朝日新聞クロスサーチ…朝日新聞の記事検索データベースです。記事の切り抜きイメージも閲覧できます。 

 「4.1 朝日新聞クロスサーチで検索しよう」参照 

・中日新聞・東京新聞記事検索データベース…同紙の記事を検索、閲覧できます。 

 「4.2 中日新聞・東京新聞記事検索データベースで検索しよう」参照 

 

 ④「調べ方」を調べる     

・学術情報センターWebサイト  Top ＞ 図書館資料を探す ＞ 資料情報・探し方 ＞ 図書館情報活用ガイド 

…本書は学術情報センターWEB サイトで公開しています。キャリアでサインのための情報収集、レポートを論

文作成のための資料収集、文献の調査から入手までの手順、データベースの使い方など、大学図書館を活

用するための様々な情報が掲載されています。 

 ・国立国会図書館 リサーチ・ナビ 経済・社会・教育 https://rnavi.ndl.go.jp/business/ 

   …ビジネスに役立つ情報や調べ方ガイドが掲載されています。 
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演習➀ 興味のある業界から気になる企業を選び、企業データを調査してみましょう。 

 調査ツール：「図書館の就職活動支援サイト」 企業情報・採用情報を調べる 愛知県の就職情報を調べる 

■ 調査する業界：         業界  例）金融業界，ファッション業界，自動車販売業界 

 1社目 2社目 

企業名 
*正式名を確認し

ましょう 

  

 

所在地 

*県だけでも OK 

  

 

 

設立年 

資本金 

  

 

 

【経営の安定性・信頼性】・歴史ある企業かどうか？・他社と比べて資本金は多いか？   

業種 

  

 

 

従業員数 

 

 

 

 

 

【企業規模】大企業：300 人超 中小企業：300 人以下                

企業理念 

  

 

 

 

【経営方針】・企業の向かう方向性は？・求める人物像は？               

福利厚生 

（育休制度・サポ

ート体制） 

  

 

 

 

 

【労働条件】・従業員へのサポート体制は？・働き方は？               

その他 

（強み、リスク

…） 

  

 

 

 

 

企業研究ワークシート 
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演習② 企業についての最新ニュースを『日経 BP記事検索サービス』または 

『東洋経済デジタルコンテンツ・ライブラリー』を使って調べてみましょう。 

 1社目 2社目 3社目 記入例 

企業名 
 

 

  ブラザー工業株式

会社 

この企業に関する 

最新ニュース 

 
*情報源も記入しま

しょう 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

タイトル： 

「ブラザーSDGｓスト

ーリー : ブラザーイ

ン ターナシ ョナル

（U.S.A）が海岸清掃

を実施」 

情報源： 

2021年 9月 16日 

ブラザー工業公式サ

イト 

この企業に関する 

インタビュー記事 

 
*情報源も記入しま

しょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

  コラム： 

「 新 社 長 の 独 白  

Vol．218」 

サブタイトル： 

「ブラザー工業社長 

佐々木 一郎 使え

ない技術の価値はゼ

ロ 「楽に売れる」が

開発の肝」 

情報源： 

雑誌「日経ビジネス」 

2018年 12月 17日号 

P92 

 

 

演習③ 3社の企業データを比較して、気が付いた点を書き出してみましょう。 

例) ・〇〇社の方が海外での販売力が強い！ 

・△社は女性社員のワークライフバランスの支援が手厚い 

  

 

 

 

 

演習④ 実際の就職活動や企業展に参加するために追加で調べることを書き出してみましょう。  

 例）・気になる企業の主力商品や新製品について調べる 

・ライバル企業の事業展開について調べる 
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レポート・論文作成のための資料収集 

2.1 レポート・論文作成とは 

 

レポートの作成方法 

大学で学ぶにあたって、授業や実習の成果をまとめて提出するものがレポートです。 

レポートは感想文やエッセイとは違い、自分の主張を論理的に展開するものです。論理的に

展開するとは、過去の研究成果の確認や事実を示し、根拠となる資料を集め、また反対の意

見を取り上げるなどして、自分の意見が正しいこと、有効であることを示していくことです。 

 

レポート作成の流れ 

 レポート作成の大きな流れは図のようになります。 

 

 

①課題についての基礎知識を得て、テーマを決める 

「問題」を設定し、それに対して自分なりの「回答」を示すのがレポートです。 

レポートには課題が与えられる場合が多いですが、まずは課題の基礎知識を辞書・事典等

で確認し、「これから自分が何について書くのか」、テーマを明確に設定しておきましょう。

ここで決めたテーマが、つねに立ち戻るべき出発点となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引用・参考

文献リストの

作成 

＊ 課題を正確に読み取るために… 

「なんとなく」理解しているつもりの言葉でも、レポート作成のためには正確に意味を把

握しておく必要があります。辞書類などの参考図書を利用して、確実に課題を読み取りま

しょう。 

オンラインの百科事典も便利です。 

◆ オンライン百科事典 JapanKnowledge https://japanknowledge.com/library/ 

 「3.1  JapanKnowledge で検索しよう」参照 

 

＊ 自分でテーマを探すなら… 

「ブラウジング」という方法を使ってみましょう。これは図書館の書架で本を

手にとってぱらぱらと見ることで、思いがけず興味をひかれるテーマに出会う

ことができます。まだテーマが決まらないとき、自由にアイデアを巡らせなが

ら探索するときにも有効な方法です。 

1      2     3       4     5 

課題につい

ての基礎知

識を得て、

テーマを決

める 

文献など

の資料を

探し、入手

して読む 

展開などの 

アウトラインを

作成して執筆 

見直し 

添削 
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②資料を探し、入手して読む 

テーマが決まったら、先行事例の確認や関連する資料を探します。資料にはさまざまな種類が

あり、必要とする情報によって探す資料が異なりますので、適した資料を探しましょう。探し方の手

引きとして、本書「図書館情報活用ガイド」を参考にしてください。 

                         

 

 

 

          

 

   

          

  

 

 

  

 

                     

③ 展開などのアウトラインを作成して執筆 

テーマを明確に設定し、資料もそろったら、いよいよレポート執筆開始です。 

ただしいきなり書き出さずに、レポートの構成の基本をしっかり頭に入れ、アウトラインを考えておく

ことが大切です。 

  レポートの構成は図のようになります。 

 

 

結論 

・ 自分の主張を、論理的に、順序だてて展開します。 

・ 中心となる論については、言葉を換えて繰り返し

述べ、強調しておくと論旨がはっきりします。 

・ 序論で設定した問題に対する答えをここで

提示します。 

本論 

＊POINT＊ 

最後に「引用・参考文献リスト」が作成できるように、 

集めた資料の以下の情報をメモしておきましょう！ 

① 著者・編者名 

② 書名（論文タイトル、雑誌名、記事タイトルなど） 

③ 出版事項（版次、出版地、出版者、巻号、出版年、ページ数） 

④ その他（入手方法、図書館で入手した場合は請求記号など） 

＜参考文献 例＞ 

序論 

・ このレポートで扱う問題は何か 

・ このテーマを取り上げた理由 

・ どんな方法でこの問題を処理するか 

  を簡潔に、明確に提示します。 

橋詰直孝. サプリメントの基礎知識.  薬事日報社， 2002． 

①著者名   ② 書名         ③出版者    出版年 
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あらすじが固まったら、下書きを繰り返してみましょう。その中で自分自身に反論する作業、 

「なぜ？」と問いかける作業を繰り返すことで、レポートは深みを増していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④見直し 

 レポートを書き終えたら、必ず見直しをしましょう。見直しをするときのチェックポイ

ントは、以下の通りです。 

＊インク書き、またはパソコン 

  提出する資料は黒のインクで書くか、またはパソコンで作成し印刷したものを提出し

ましょう。成績評価にかかわる大切なレポートです。内容の改変ができないものを提出

しましょう。 

＊表紙をつける 

  所属、学年、氏名、授業名、レポートの題名など、指定された項目を漏れなく記入し

た表紙を添付しましょう。 

＊適切な段落設定 

  内容が変わるところでは段落を変えましょう。また段落が変わったら一字下げましょ

う。 

＊禁則処理 

  行頭や行末にきてはいけない記号がないか確認しましょう。 

＊ レポート・論文の書き方が知りたいときは… 

大学図書館には「論文・レポートの書き方」の資料が多数あります。レポートを書き

始める前に、ぜひ参考書を熟読してみてください。 

 

  例えば… 

◆都筑学著『大学 1 年生のための伝わるレポートの書き方』有斐閣, 2016 

 

◆佐渡島紗織, 坂本麻裕子, 大野真澄編著『レポート・論文をさらによくする

「書き直し」ガイド』大修館書店, 2015 

 

  ◆学習技術研究会著『知へのステップ 第 4 版』学習技術研究会, 2015 

 

  ◆西川真理子著『栄養士・管理栄養士をめざす人の文章術ハンドブック 

 : 図解 : ノート、レポート、手紙・メールから、履歴書・エントリー 

シート、卒論まで 』化学同人, 2011 

 

  ◆東京福祉大学編『保育児童福祉要説 : レポート・試験はこう書く 

 : 保育士・幼稚園教諭・児童指導員・児童福祉司・児童厚生員などを 

めざす人のための専門科目・関連科目学習参考例』中央法規出版, 2017 

 

◆高谷修著『PT・OT 学生の文章力を育てる!レポートの書き方 : 正しく学ぼ

う「書く基本」「文章の組み立て」』金芳堂, 2017.1 

 

＊ほかにもたくさんの参考資料があります。蔵書検索を活用してください。 

学術情報センター URL：https://lsic.nagoya-wu.ac.jp/ ＞ 図書館資料を探す 
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＊文体の統一 

  文末が「です･ます調」か「である調」か、どちらかに統一しましょう。通常レポー

トは「である調」で書きます。 

＊枚数(字数)の確認 

  指定されている文字数（枚数）を満たしているでしょうか？ 

「～枚以内」と指定されている場合は、枚数の 8～9 割は書くようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜引用・参考文献リスト＞ 

  引用・参考文献の代表的な例を紹介します。参考文献の書き方には、分野等によって

多少の相違があります。実際にレポートを提出するときには、先生に書式等を確認して

おくとよいでしょう。 

 「2.3 参考文献の見方・書き方」参照 

 

・図書を参考にした場合 

著者名. 書名. (版表示,) 出版社, 出版年 

【例】汐路花子. 大学生と図書館. 瑞穂出版社, 2016  

・雑誌を参考にした場合 

  論文著者名．論文タイトル．掲載雑誌名．出版年，巻号．ページ． 

  【例】汐路花子. レポートと情報検索の現在. 瑞穂女子大学紀要. 2016, 60 号. p10～15 

・Web サイトを参考にした場合 

  HP 作成者．” HP のタイトル”．HP の名称．HP のアドレス（URL），閲覧した日時 

（典拠：科学技術情報流通技術基準） 

＊ 引用するときの注意   「9.2 著作権とは」参照 

① すでに公表されている著作物であること 

未発表の資料(個人の日記など)は引用できません。 

② 報道，批評，研究などの引用の目的上「正当な範囲内」であること 

引用する範囲が一部分であり、「正当な範囲」と認められる範囲内であること

が必要です。 

③ 引用部分とそれ以外の部分の「主従関係」が明確であること  

執筆している部分よりも｢引用部分｣の方が多くなると、主従関係が逆転しま

す。必ず執筆部分のほうが多いことが前提です。 

④ カギ括弧などにより「引用部分」が明確になっていること  

  どこからどこまでが引用部分なのか、カギ括弧等でわかるようにしましょう。 

⑤ 引用を行う「必然性」があること  

引用は自分の意見を述べる上で「必要」な箇所だけにしましょう。 

⑥ ｢出所の明示」が必要（コピー以外はその慣行があるとき） 

  引用文献リストの作成が必要です。 

 

 「7.2 著作権とは」参照 
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⑤ レポートが完成したら       

書き上げたレポートを発表する、「プレゼンテーション」をすることもあります。ポイ

ントは聞き手を目の前にして、自分の主張を正確に、わかりやすく伝えることです。レポー

トをそのまま読み上げるのでなく、話し言葉や資料を使って伝えることが必要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜レファレンスサービスを活用しよう＞ 

  レポート・論文作成にあたって、わからないことがある場合は、図書館カウンターの

レファレンスサービスを利用しましょう。大学図書館では図書やオンラインサービスな

ど様々な形態の資料を整備し、皆さんの学習、研究を支援していますが、こうした資料

も使い方が分からなくては活用できません。図書館の利用法や資料の検索法を援助し、

適切な資料を提供するサービスをレファレンスサービスといい、図書館の重要なサービ

スのひとつです。 

 

 図書の検索方法が分からない！ 

 データベースの使い方が分からない！ 

 レポート課題での情報の集め方が知りたい！  

 

こうした質問、相談がしたい場合は図書館カウンターで声をかけてください。 

皆さんの疑問に答えます。 

 

＊POINT＊ 

①視覚的にわかりやすい資料を用意しましょう 

（グラフや図、写真など） 

②リハーサルは念入りに行いましょう 

・ 時間はどれくらいかかるか？ 

・ 聞き手の反応は？ 

③想定される質問に答えられる準備をしておきましょう 
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レポート・論文作成のための資料収集 

2.2  資料の集め方 

＜論文作成の流れ＞ 

 ここでは、レポートや卒業論文を作成する手順の中の②、③について説明します。 

 

 

＜資料を探す＞ 

 テーマが決まったら、先行事例の確認や関連する資料を探していきます。資料は図書だけで

なく、レファレンス資料、雑誌論文・記事、新聞記事、レポート・技術資料報告書、会議資料、視

聴覚資料、Web情報などさまざまな種類があります。テーマによって必要な資料が異なりますの 

で、適した資料を探します。 

 

学術情報センターWeb サイト https://lsic.nagoya-wu.ac.jp ＞ 利用案内 ＞  図書館情報活用ガイド 

 

 

 

資料の特徴 

資料の種類 特徴 探し方 

図書 

一般的で体系的にまとまった情報を得られます。学

問分野ごとに基本図書があります。ただしテーマに

よっては情報が古くなっている場合があります。 

蔵書検索（OPAC）や目録（日本書籍総目録や分野別

目録）で探します。 

利用の手引き参照 Ⅰ-5．資料の探し方 

6.1 ディスカバリサービスを使おう 

7.1 CiNii Booksを使おう 

7.2 公共図書館の所蔵を検索しよう 

7.3 国立国会図書館・国際子ども図書館の所蔵を

検索しよう 

レファレンス 

資料 

（参考図書） 

必要な情報を得るために必要な部分だけを利用す

る資料で、辞書や事典、目録、書誌、索引などです。

本学では年鑑や年報、白書、統計資料も含めます。 

雑誌論文・ 

記事 

雑誌（学術雑誌・紀要・業界雑誌・一般雑誌など）

に掲載されている論文や記事で、図書よりも新しい

情報を得ることができます。また、特集号などのよ

うに部分的･断片的な情報を掲載するのも雑誌の特

徴です。また「復刻版」として古い雑誌が図書の形

態で復刻されるものもあります。 

データベースや雑誌記事索引で探します。また論文な

どの“参考文献”から探すこともできます。 

利用の手引き参照 Ⅰ-5．資料の探し方 

6.1 ディスカバリサービスを使おう 

6.2 CiNii Articleで検索しよう 

6.3 J-STAGEで検索しよう 

ほか 

新聞記事 

毎日の新しい事実やニュース、世論を知ることがで

きます。「縮刷版」は新聞ごとに１か月分を冊子に

まとめたものです。 

朝日新聞と中日新聞はデータベースで検索すること

ができます。また縮刷版は索引から検索できます。 

4.1 朝日新聞クロスサーチで検索しよう 

4.2 中日新聞・東京新聞データベースで検索しよう 

4.3 日本教育新聞記事検索データベースで検索し

よう 

 

 

⑥引用・参考文

献リストの作成 

②文献などの

資料を探す 

③文献や資料を

入手して読む 

④展開などのアウ

トラインを考える 

⑤ 

執筆 
①テーマ

を決める 
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レポート・技術

調査報告書 

政府機関や研究機関などが行う調査研究報告書や

技術資料で、科学技術分野に多く存在します。 

雑誌論文・記事と同じ方法で探します。 

会議資料 

学会やシンポジウムでは研究者が新しい発見や研

究成果を発表します。その資料や会議録などは参考

になる資料ですが、非売品のため部外者が入手する

ことは困難です。 

雑誌論文・記事と同じ方法で探します。 

視聴覚資料 
ビデオテープ･DVD・CD・カセットテープ・写真など

です。テーマによっては必要な資料となります。 

図書と同じ方法で探します。 

マイクロ資料 
古くなった図書や雑誌、新聞などを写真撮影して保

管、利用できるようにしたものです。 

図書と同じ方法で探します。 

＜資料を入手する＞ 

 必要な資料を探すことができたら、次は入手です。資料の種類によって入手方法も異なります。 

資料の種類 入手方法 

図書 

大学や公共図書館に所蔵があれば、借りて利用することができます。それ以外では、相互貸借、他大学を

利用するなどがあります。 

8.3 他の図書館の本を借りるには？（相互貸借の依頼方法） 

※他大学図書館を利用する場合は、必ず図書館カウンタ―で手続きをしてください。 

レファレンス資料

（参考図書） 

レファレンス資料はほとんどの図書館で貸出しができません。そのため所蔵している図書館を訪問して調

べるか、または図書館から調査を依頼することになります。 

雑誌論文・記事 

レポート・技術調

査報告書 

会議資料 

マイクロ資料 

新聞記事 

大学や公共図書館に所蔵していれば、必要箇所を閲覧することができます。それ以外では、文献複写依頼、

他大学を利用するなどがあります。 

8.2 他の図書館が所蔵している雑誌論文のコピーを入手する（文献複写依頼の方法） 

※他大学図書館を利用する場合は、必ず図書館カウンタ―で手続きをしてください。 

視聴覚資料 
視聴覚資料は相互貸借ができません。そのため所蔵している図書館を訪問して調べるか、または図書館か

ら調査を依頼することになります。 

 

＜資料の整理＞ 

レポートや論文には「引用・参考文献リスト」が必要です。集めた資料の以下の情報を、必ずメモしておきましょう。 

① 著者・編者名  

② 書名（論文タイトル、雑誌名、記事タイトルなど）  

③ 出版事項（版次、出版地、出版者、巻号、出版年、ページ）  

④ その他（入手方法、図書館での入手の場合は請求記号など） 

 「2.3 参考文献の見方・書き方」参照 

 

＜参考文献＞ 

大野友和編、大学図書館がゼロからわかる本 : 学生のための図書館活用法、（2005）、日本図書館協会 

井出翕, 藤田節子、レポート作成法 : インターネット時代の情報の探し方、（2003）、日外アソシエーツ 
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レポート・論文作成のための資料収集 

2.3   参考文献の見方・書き方 

＜参考文献とは？＞ 

参考文献とは、本や論文を作成するときに参考にした資料のことです。論文や図書の章末や、本文の最後に掲載さ

れています。役に立った資料の参考文献の中から、自分にとって必要な資料の情報がさらに見つかることもあります。 

＜参考文献の見方・書き方＞ 

参考文献リストについて、一般的な例を説明します。なお、分野などで参考文献(引用文献)の書き方には相違があ

るので、記載順や省略方法に違いがある場合もあります。      【参考資料】SIST ハンドブック : 科学技術情報流通技術基準 

 

■雑誌  著者名．“論文名．”雑誌名．出版年，巻号，ページ． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■図書  著者名．書名．出版社，出版年，ページ． 

 

 

 

 

 

 

橋詰直孝. サプリメントの基礎知識.  薬事日報社， 2002． 

著者名      書名         出版者    出版年 

Kakegawa, H., Matumoto, H., Endo, K., Satoh, T., Nonaka, G., and Nishioka, I.: Inhibitory Effects of Tannins on 

著者名                                     論文名  

 Hyaluronidase Activation and on the Degranulation from Rat Mesentery Mast Cells  （1985） Chem. Pharm. Bull., 33,  

                                                      出版年     雑誌名     巻  

5079～5082 

ページ数 

梶本五郎．“茶葉中の抗酸化成分および抗菌成分について．”   日食工誌． 1963， 10， p．365～368 

著者名             論文                     雑誌名  出版年 巻号 ページ 

 

Oyama H, Watanabe N, Ono Y, et al : Community-based suicide prevention through group activity for the elderly successful 

著者名                                論文名 

 reduced the high suicide rate for females. Psychiatry Cli Neurosci 59(3) : 337-44 , 2005 

                             雑誌名        巻号  ページ 出版年 

 

本橋豊，渡邉直樹編著． 病気は予防できる．和光市，すぴか書房， 2005 

著者名            書名       出版地  出版者  出版年 

著書が多いため省略されています 

斜体になっていたり省略されていたりします 

ページ数が省略され
る こ と も あ り ま す
（p.337-344の略） 

出版地が掲載されてい
る場合もあります 

かっこの中が号です 
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■新聞  記事名．紙名．日付．朝刊／夕刊，（版，面） 

 

 

 

 

■会議録 著者名．“論文名”．会議名，会議の開催地，開催日，ページ． 

 

 

 

 

 

 

 

 

■Webサイト 著者名．“Webページの題名”．Webサイトの名称．更新日付．入手先,（入手日付）． 

 

 

 

 

  

＜よく使われるキーワード＞  

Vol.   巻 No.   
号 （ ）で省力さ

れることもある 
suppl. 

増刊号  

sup. とも書く 

in press.   
印刷中 雑誌に掲載されることは決定しているが、

まだ掲載巻号やページが決定していないもの 
diss.  博士論文 ‘anon. 作者不明 

et al.  その他(複数著者のうち何人かを省略) 
ibid, ib, 

op.cit 
同一文献を前掲 id   

同上の 

同著者の 

  

＜論文の確認＞ 

参考文献(引用文献)に掲載されている情報の中には、不完全であったり、間違っていたりする場合もあります。分か

っている情報を使ってCiNii Reseachや JDreamⅢ、EBSCOhostなどのデータベースで確認すると、

正確な情報が得られます。 

正しい情報を探すことができない場合は、参考文献が掲載されていた雑誌や図書の現物か、

該当部分のコピーを持って図書館カウンターで聞いてください。 

料理づくり、やる気の芽を大切に 朝日新聞．  2019.3.3  朝刊， （愛知県版）， 教育１面 

記事名                 紙名    発行日   朝夕刊     版     面 

 

Saltonstall, K., 2003. Recent Research on Phragmites australis in North America: Implications for management, University of  

著者名   出版年                                              論文名 

Maryland Center for Environmental Science. Proceedings of the Aquatic Invaders of the Delaware Estuary Symposium,  

                                                   会議名 

Malvern, Pennsylvania, May 20, pp.12-15. 

会議の開催地   開催日  ページ 

大橋幸． “社会的距離・社会的距離尺度” 社会学事典． 東京， 弘文堂,  1994  pp417-418 

著者名                         書名     出版地 出版者 出版年 ページ  
ページが掲載されて
いる場合もあります 

会議録を示す 
キーワードです 

論文名が掲載されて
いる場合もあります 

文部科学省 . “特集 1 2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン  ”. 文部科学白書 .  2019-11. 

著者名          Web ページの題名                            Webサイトの名称    更新日付 

 https://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpab201901/detail/1421755.htm, (参照 2019-12-12). 

                入手先（アドレス）                           入手日付 
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学術情報センター Webサイト案内    

＜何ができる？＞ 

大学図書館では所蔵資料の閲覧・貸出などのサービスとともに、Web サイト上でも様々なサービス

やデータベースなどの便利なツールを提供しています。 

＜提供サービスとコンテンツ＞ 

 ・蔵書検索 ・論文・記事検索 ・MyLibrary（図書館ポータルサイト） ・本学教員の著作物 

  ・シラバス参考図書 ・就職活動支援サイト ・資格取得支援サイト ・資料の探し方案内 

・名古屋女子大学機関リポジトリ ･･･など  

 

データベースを活用することで、必要な情報に迅速にたどり着けるようになります。目的に応じて

使い分けましょう。 

 

＜どこから使える？＞ 

学術情報センター URL：https://lsic.nagoya-wu.ac.jp/   

上記サイトにアクセスします。 

    

MyLibrary 

図書館利用者の個人ペ

ージです。資料予約や貸

出延長の他、図書購入リ

クエストや文献複写の依

頼、資料検索画面のカス

タマイズなどができます。 

♣ 学術情報センター TOPページ   学術情報センターのオンラインサービスの入口です。 

資料を探す時はここをクリック 

学科関連の資格一覧と図書館

に所蔵されている参考書を検索

できます。 

関連リンク 

資格取得や就職活動

に役立つサイトへのリ

ンクです。 

資料検索 BOX 

タブの切り替えで”蔵書検索”  

”ディスカバリサービスの検索” 

ができます。 
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学術情報センターWebサイト ＞ 図書館資料を探す  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♣資料検索システム TOPページ     資料検索システムの入口です。 

資料検索メニュー 

資料検索システムのトップ画面から、図書

館の資料を探すためのメニュー全てにア

クセスできます。 次ページへ 

資料検索 BOX 

検索タブの切り替えで、複数のデータベー

スの検索ができます。本学所蔵資料以外

に、他大学所蔵資料、国内論文（CiNii 

Research）、国立国会図書館の資料が、

キーワードを再入力する必要なく、同一検

索 BOX からタブ切り替えで検索可能で

す。 

ディスカバリサービス（Discovery 

Service）検索 BOX 

図書館の所蔵資料だけでなく、契約デー

タベースやオープンアクセスの資料など、

図書・論文・電子資料と資料形態を問わ

ずにまとめて検索できます。 

 「6.1 ディスカバリサービスを使おう」へ 

 

電子資料タイトルリスト(Publication 

Finder) 検索 BOX 

本学で利用可能な e-Book、電子ジャーナ

ル、データベースなどの電子資料を検索・

閲覧することができます。 

 「6.10 Publication Finder で検索しよう」へ 

 

MyLibrary 

検索システムのトップ画面からも

マイライブラリにログインすること

ができます。ログインすることで

様々な追加機能が利用可能にな

ります。 

 

※個人情報が表示されるため、利用後は必ずログアウトを

して終了してください。 

絞り込み検索 

 

左列のファセットを

使うと、 

・資料種別 

・件名・キーワード 

・著者 

などで簡単に絞り込

み検索ができます。 

 

♣資料検索画面     資料検索結果が一覧表示されます。 

学外からのデータベース検索 

ログインすると、学外のパソコ

ンやスマートフォンなどから本

学契約のデータベースを使うこ

とができます。 

 

「目次」ボタン 

目次ボタンをクリックすると、

資料の目次や要旨を見ること

ができます。 

目次ボタンをクリックすると、

資料の目次や要旨を見ること

ができます。 
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学術情報センターWebサイト ＞ 図書館資料を探す 

 

資料検索システムのトップ画面から、図書館の資料を探すためのメニューにアクセスできます。 

各メニューのリンク先は、以下の通りです。 

 
 

 学術情報センターTOP 

学術情報センターWeb サイトのトップ画面

に戻ります。 

 

 資料を探す 

資料検索システムのトップ画面に戻ります。 

 

 テーマから探す 

シラバス参考図書、資格取得関連資料など、

本学資料のカテゴリ検索のページに移動し

ます。使用頻度の高いカテゴリについては資

料検索システムのトップ画面にもリンクが

貼られています。 

 

 

 

 データベース 

本学契約データベースの一覧に移動します。

使用頻度の高いデータベースについては資

料検索システムのトップ画面にもリンクが

貼られています。 

 

 リポジトリ 

本学刊行の研究論文集が公開されている、名

古屋女子大学機関リポジトリのページに移

動します。 

 

 詳細検索 

蔵書検索の詳細検索画面に移動します。 

 

学術情報センターWebサイト ＞ 図書館資料を探す ＞ テーマから探す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♣テーマから探す     所蔵資料をテーマから探すことができます。 

♣資料検索メニュー     図書館の資料検索のメニューです。 

 

ページ     資料検索システムの入口です。 
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学術情報センターWebサイト ＞ 図書館資料を探す ＞データベース 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 本学の論文を探す 

「名古屋女子大学紀要」を検索・閲覧することがで

きます。 

3 .他の図書館の所蔵を探す 

名古屋女子大学以外の図書館の資料を探すこと

ができます。 

 

4. 電子ブック・オンライン百科事典で探す 

電子書籍はここから閲覧できます。また、オンライン百

科事典では用語の意味調べや事項調査ができます。 

 

5. 新聞などの記事を探す 

新聞の記事から情報収集をすることができます。 

♣データベース     契約データベースの一覧です。 

6. 雑誌記事を探す 

雑誌記事を検索しオンラインで読める記事検索サー

ビスです。最新の時事情報を入手できます。 

 

7. 雑誌論文を探す 

学術雑誌を中心とした論文情報を検索できます。文献

をオンラインで入手できるものもあります。 
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3.1   JapanKnowledgeで検索しよう 

＜JapanKnowledgeとは?＞ 

日本大百科全書（ニッポニカ）や現代用語の基礎知識、ランダムハウス英和大辞典などの辞書・事典を一括検索で

きます。また、歴史関係や用語・人名・情報、記事・コラムなどの多様なコンテンツがあります。 

＜どこから使える？＞ 

学術情報センター URL：https://lsic.nagoya-wu.ac.jp/ ＞ 図書館資料を探す ＞ データベース 

・ 上記サイトにアクセスします。「JapaｎKnowledge」をクリックしてください。 

・ 右上の「ログインする」ボタンをクリックすると検索画面が開きます。 

学内にあるパソコンなら、どこからでも使えます。 

＜使い方＞ 

１． 検索画面  

① 検索範囲を「見出し」「全文」から

選択します。 

②“基本検索”“詳細検索”を 

メニューから選択できます。 

③検索 BOX に調べたい｢言葉｣や  

｢ことがら｣を入力し“検索”ボタンをク

リックします。 

 JapanKnowledge に 搭 載 さ  

れている事典・辞書を一括検

索できます。 

 詳細検索では複数の言葉を

組み合わせた検索（AND検索

/OR検索）が可能です。 

 

④ 検索 BOX には“サジェスト機能”

が搭載され、調べたい言葉がは

っきりわからなくても、冒頭の数文

字を入力すると候補項目が表示

されます。英語などの綴りが曖昧

な場合でも、目的の項目に行き着くことができます。 

 

 

 

 

⑥ 検索結果を見出し語･一致度合い・情報量・コンテ

ンツ順で並べ替えることができます。件数表示も変

更できます。“スニペット”の切り替えで、項目名の

みの表示にすることも可能です。 

 

⑤ 画面左には“検索コンテンツ”ファセットと“メディア” 

ファセットがあり、名称部分をクリックすると検索結果 

を収録コンテンツごとに絞り込むことができます。 

 検索でヒットしたコンテンツの横には件数が表示 

されます。 

 一度に複数分野を選択することも可能です。 

 

② 

④ 

⑤ 

⑥ 

① ③ 
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２． 本文表示画面 

本文内のリンク（青文字）をクリックすると目次にジャンプします。 

① 画面左上に収録コンテンツ

名が表示されます。 

 

② 右メニューでは目次・関連項

目・関連サイト・参考文献な

どが表示されます。 

 

③ Knowledge Searcher 

本文中で検索したい言葉を

マ ウ ス で 反 転 さ せ る と

Knowledge Searcher 機能の

ウインドウが開き、検索結果

を表示します。リンクをクリッ

クすると選択項目が別ウイン

ドウで開かれます。 

 初期設定ではオフ(白)に 

なっているので、クリックして 

オン(ピンク)にしてください。 

 

 

 

 

＜そのほかにも＞ 

TOPページの“検索コンテンツ”から、「会社四季報」、「週

刊エコノミスト」、「東洋文庫」、「文庫クセジュ」、「新編 日

本古典文学全集」、「平成ニッポン生活便利帳」などのコンテ

ンツが利用できます。利用したいコンテンツ名をクリックし

てください。 

 

 

 

＜検索が終わったら＞ 

必ず右上にあるログアウトボタンをクリックしてください。 

ログアウトせずにウィンドウを閉じてしまうと、一定時間が過ぎるまでログアウトされないため、次の利用

者が利用できなくなりますので注意してください。 

④ 引用元挿入機能 

本文テキストをコピー&ペーストすると、貼り付け先の文書作成ソフト

にペーストした際、自動的に引用元の情報が追加されます。表示さ

れる引用情報は、“項目名･コンテンツ名・データベース名・入手先

URL・参照日時”です。レポート作成時に役立ちます。 

 

① 

② 

③ 
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3.2 ルーラル電子図書館で検索しよう 

＜ルーラル電子図書館とは?＞ 

日本の農業・農村・食文化等に関する幅広い情報を収録しているデータベースです。食と農、健康や環境に関する

情報の検索、閲覧ができます。 

＜どこから使える？＞ 

学術情報センター URL：https://lsic.nagoya-wu.ac.jp/ ＞ 図書館資料を探す ＞ データベース 

・ 上記サイトにアクセスします。「ルーラル電子図書館」をクリックしてください。 

・ 学内にあるパソコンなら、どこからでも使えます。 

＜どうやって探す？＞ 

１． 検索対象を選択します  

上部のタブから検索対象を選択しま

す。 

①  「食・くらし館」では、日本の

食生活、郷土料理、食品加工、

食に関する行事などを調べる

ことができます。 

② 「しらべ学習館」では、食と農

をベースにした学習素材が提

供されています。 

③ 「農業技術館」「農業入門館」

では農業・畜産業・食品加工・

経営などについて調べること

ができます。 

 

２． 検索条件を指定します  

検索ボックスにキーワードを入力して

検索ボタンをクリックします。 

3． 検索結果を表示します  

選択したコンテンツからキーワードを

含む項目が表示されます。 

※リンクをクリックすると本文 

が表示されます。 

 

 

 

 

① ② ③ ③ 
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＜どんなことが調べられる？＞ 

ルーラル電子図書館では、加工品や素材名から検索したり、各県の伝統食や調理法を調べたりすることができます。 

 

■『食品加工総覧』     

全国各地の素材開発・新商品開発・加工技術の研究を調べることができます。素材からだけではなく、加工食品名や、

食品機能性成分、健康の用語などのテーマからも検索することができま

す。 

 

① 「加工品／素材からしらべる」のいずれかをクリックします。 

② 加工食品／素材名をクリックすると、関連記事が表示されます。 

③ 「データベース」の中の「食品加工」にチェックを入れると、食品加

工総覧の記事だけに絞り込むことができます。 

④ 記事タイトルをクリックし、本文を閲覧できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■『日本の食生活全集』 

全国の話者からの「聞き書き」による食文化データベース

です。大正末期から昭和初期にかけての食生活の記録が県

ごとに再現されています。地域の自然・農業・伝統食・暮らし

のあり方もまとめられ、テーマごとに検索することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                 

＜検索が終わったら＞ 
検索が終わったら、ブラウザの画面ごと閉じてください。「ログアウト」ボタンはありません。 

「食品加工」に 

チェックを入れる 

加工工程や技術から販売の 

実際まで幅広く調べられます！ 
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3.3 Maruzen eBook Library で検索しよう 

 

＜Maruzen eBook Library とは？＞ 

学術書籍に特化した電子書籍配信サービスです。オンライン上で書籍の全文を閲覧することができます。 

 

＜どこから使える？＞ 

学術情報センター URL：https://lsic.nagoya-wu.ac.jp/ ＞ 図書館資料を探す ＞ 電子ブック(e-Book)    

・ 上記サイトにアクセスし、Maruzen eBook Libraryをクリックします。学内にあるパソコンなら、どこからでも使えます。 

・ 学外から利用することもできます。学外からの利用方法は、次の二通りです。 

1.「学外からのデータベース検索」で利用する  巻末「学外からのデータベース利用方法」参照 

    

2.個人アカウントを作成して利用する 

① 学内のパソコンから、上記サイトにアクセスし、Maruzen eBook Libraryをクリックします。 

② TOPページ右上部の「アカウント」ボタンをクリックします。 

③ ユーザ認証アカウントの登録画面が表示されます。 

・ 認証 ID（メールアドレス）を入力します。 

・ お名前欄に任意の氏名を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 「利用規約に同意して次へ」をクリックし、登録完了します。 

⇒指定したメールアドレス宛で「アカウント登録受付」メールが自動配信されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 設定した ID とパスワードで学外から利用できます。以下のWebサイトからアクセスしてください。 

 

 

【注意】 

１）認証 ID（メールアドレス）は名古屋

女子大学発行のアドレスに限ります。 

※学生は offce365のアドレスを使用し

て設定してください。 

２）アカウント設定は学内 PCまたは学内

Wi-Fiからしかできません。 

メール文の説明にしたがって認証パスワード

を登録します。 

【注意】 

・ パスワード登録はメール到着後 20分以内に

行います。 

・ アカウントの有効期限は取得日を含む 90日

間です。 

https://elib.maruzen.co.jp 
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＜どうやって探す？＞ 

1. 検索条件を指定します  

・ TOP画面で、検索ボックスにキーワードを入力し  

ます。 

※検索対象は以下のメニューより選択できます。 

（書名、著者名、目次、本文、件名、ISBN） 

 

 

 

 

 

・ 検索ボタンをクリックすると、検索結果一覧が表示  

されます。 

 

 

2. 検索結果を表示します  

・ 検索結果から読みたい書籍を選択し、 

「閲覧」ボタンをクリックします。 

 

3. 電子ブックを閲覧します  

※同時閲覧数は 1アクセスのみです。 

利用が終わったら、必ず画面右上の 

「閲覧終了」ボタンを 

クリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

＜スマートフォンの場合＞ 

 

 

 

 

② 「購読契約タイトル一覧」をクリックすると本学で

契約している電子ブックの一覧が表示されます。 

※ 画面右上「ご利用案内」から操作マニュアルを見る

ことができます。 

 

 

③ 閲覧したい電子ブックの「閲覧」ボタンをクリック

すると読むことができます。 

 

 

④ 読み終わったら「閲覧終了」ボタンをクリックして

画面を閉じます。スマートフォンの場合は、左上

部のメニューから「閲覧終了」を選択してくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 終了時は必ず「学外からのデータベース検索」

の本学契約データベース一覧画面から「ログア

ウト」をして終了してください。 

ジャンルなどで 

絞り込みもできます 

目次から読みたい章

へジャンプできます 
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新聞記事を探す                                       

4.1 朝日新聞クロスサーチで検索しよう 

＜どんな記事が探せる？＞ 

・ 1879年の創刊号からの朝日新聞の記事・広告が探せます。また、各地方版の記事も検索できます。 

・ 1879年～1999年は紙面を、1985年～現在までは記事を検索できます。新聞に加え、週刊誌「AERA」「週刊朝日」

の記事および現代用語事典「知恵蔵」の項目が検索でき、全文を見ることができます。 

＜どこから使える？＞ 

 学術情報センター URL：https://lsic.nagoya-wu.ac.jp/ ＞ 図書館資料を探す ＞ データベース 

・ 上記サイトにアクセスします。「朝日新聞クロスサーチ」をクリックすると、ログイン画面が表示されます。画面中央部

の「ログインへ」ボタンをクリックすると検索画面に移動します。 

※ このとき、「ご契約いただいた数のセッションがすでに行われています…」と表示された場合は、しばらく 

たってからもう一度やり直してください。 

＜どうやって探す？＞ 

1. キーワードで検索する 

・ TOP画面では「横断検索」ができます。コンテンツをまとめて検索することができます。 

1. 検索窓①に検索したいキーワードを入力し、「横断検索」をクリックします。 

2. 検索結果一覧画面で「記事」②をクリックすると、朝日新聞 1985年以降の記事一覧が、「縮刷版」③をクリック 

すると朝日新聞縮刷版の 1879年～1999年までの記事の中から、キーワードに該当する記事の一覧が表示され 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調べたいキーワードを入力して

「横断検索」をクリックすると検索

結果一覧が表示されます。 

「記事 1985～」「縮刷版～1999」「現代用語」など、

調べたいコンテンツが決まっているときは、タブを

選択して検索します。（コンテンツ別検索） 

＜注意＞戦前の外地版・英文ニュース・人物・ア

サヒグラフ・歴史写真は利用できません！ 

① 

② ③ 
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2. 検索結果を表示します 
1. 一覧表示画面に移動したら、読みたい記事の横にあるボックス①をチェックし（複数選択可）、「選択した記事を

表示」②をクリックすると、記事の全文が表示されます。（画面が横長の場合は右欄③に、画面横幅が短い場合は

別タブで表示されます。） 

2. 右欄の「表示」④をクリックすると、記事が別タブで表示されます。 

3. 一覧表示画面右のアイコン⑤または本文表示画面の画像⑥をクリックすると、新聞記事を切り抜きイメージで見

ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※図書館では、最新 5年分の朝日新聞「縮刷版」（新聞を縮小コピーし、一ヶ月ごとに本にしたもの）も所蔵 

しています。データベースでは全文が見られない記事を読みたいときなど、是非使ってみてください。 

 

※利用が終わったら、必ずログアウトしてください。 

終了時は必ず 

「ログアウト」を！ 

絞込検索 

・キーワードを追加できます。 

・発行日、分類、面名などを指定できます。 読みたい記事にチェックをし、

ここをクリック！ 

 

 

・AND OR NOT 

を使って検索式を 

作ることもできます。 
 

・関連ｷｰﾜｰﾄﾞ検索 

 をクリックすると入力 

した言葉の関連語が

表示されます。 

ヒント このアイコン、または記事中の 

イメージをクリックすると新聞の 

切り抜きイメージが表示されます。 

② ④ 

ここをクリックすると記事が

別タブで表示されます。 

③ 

⑥ 

⑤ 

① 
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新聞記事を探す                                       

4.2 中日新聞・東京新聞記事データベースで検索しよう 

＜どんな記事が探せる？＞ 

・ 1987年以降の中日新聞および 1997年以降の東京新聞の、朝刊・夕刊すべての記事が探せます。 

・ 各地方版の記事も検索できます。記事は毎日更新されますので、前日の記事も見られます。 

＜どこから使える？＞ 

  学術情報センター URL：https://lsic.nagoya-wu.ac.jp/ ＞ 図書館資料を探す ＞ データベース 

・ 上記サイトにアクセスします。「中日新聞・東京新聞データベース」をクリックすると、トップ画面が開きます。 

・ 学内にあるパソコンなら、どこからでも使えます。 

＜どうやって探す？＞ 

1. 検索画面で条件を指定します 

・ トップページ下のアイコンから、調べたい新聞を選びます。選ぶと、検索画面に移動します。 

※ このとき、「お客様のご契約いただいた最大の同時接続ユーザ数を超えているため、現在ご利用できません。

しばらく時間を置いた後、再度お試し下さい。」と表示された場合は、しばらくたってからもう一度やり直してく

ださい。 

・ 検索画面で、「キーワード」の欄に調べたい内容に関する言葉を入力します。日付など、他の条件も指定できます。

条件を入力したら、「検索」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いろいろな条件を指定できます。 

検索条件：複数のキーワードを入力したとき、「全部含む(AND)」「どれかを含む(OR)」のどちらかを選びます。 

期間   ：検索対象期間を指定します。「期間指定」と「日付検索」の二通りがあります。 

頁     ：検索対象ページを指定します。例えば一面なら「1」を選びます。 

刊別   ：朝刊／夕刊を指定します。指定しなければ両方を探します。 

地方面  ：特定の地方版に掲載された記事だけに絞ることができます。 

検索ボタンを 

クリック！ 

探したい言葉を入力します。複数入力するときは 

単語の間にスペースを入れてください。 
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2. 検索結果を表示します 
・ 検索結果画面に移動し、見つかった記事の件数が表示されます。「一覧表示」ボタンをクリックすると表示形式を選

ぶ画面に移動するので、表示件数と表示順を選択し、再び「一覧表示」ボタンをクリックします。 

・ 一覧表示画面で見たい記事の横にあるボックスをチェックし（複数選択可能）、「詳細表示」ボタンをクリックすると、

記事の全文が見られます。新聞記事を切り抜きイメージで見ることもできます。 

・ 著作権の関係で、全文を見られない記事もあります。（本文リンクがありません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 図書館では、最新 5年分の中日新聞「縮刷版」（新聞を縮小コピーし 

一ヶ月ごとに本にしたもの）も所蔵して 

   います。データベースでは全文が見られない記事や、写真・図表を見た  

いときなど、是非使ってみてください。 

この段階で検索条件を 

追加することもできます。 

結果を見たいときは、

「見出し一覧を表示」

をクリック！ 

検索結果件数が表示されます。 

記事見出しを直接クリック

しても本文が見られます。 

終了時は必ず 

ログアウトを 

クリック！ 

ここをクリックする

と、新聞記事の切

り抜きイメージが

表示されます。 

見たい記事にチェックし、

「チェック記事を一括表示」

をクリック！ 
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新聞記事を探す                                       

4.3  日本教育新聞 記事検索データベースで検索しよう 

＜どんな記事が探せる？＞ 

・ 教育専門の新聞「日本教育新聞」の 1999 年 1 月以降の掲載記事が収録されており、教育情報・教育実践

を検索できます。 

＜どこから使える？＞ 

 学術情報センター URL：https://lsic.nagoya-wu.ac.jp/ ＞ 図書館資料を探す ＞ データベース 

・ 上記サイトにアクセスします。「日本教育新聞記事検索」をクリックするとトップ画面が開きます。 

・ 記事検索は学外からも利用できます。 

・ 記事を読むためにはユーザー名とパスワードが必要です。（図書館カウンターへお尋ねください） 

＜どうやって探す？＞ 

検索方法 

・ ４つの検索方法があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜１．フリーワードで検索＞ 

検索したい単語・用語を入力すると、関連教育情報を探すことができ

ます。また、「連載から検索」・「掲載日で検索」を利用する場合でも、

フリーワードを入力することで内容の絞り込みができます。 

＜３．連載から検索＞ 

日本教育新聞に掲載された連載をタイトルで検

索できます。フリーワードに関連語句を入力して

から連載検索をすることもできます。 

＜４．掲載日で検索＞ 

日本教育新聞に掲載された年月ごとに検索しま

す。フリーワードに関連語句を入力して検索する

と、より簡単に探すことができます。 

＜２．キーワードで検索＞ 

教育現場の実情に即したキーワードが選ばれ

ています。キーワードをクリックすることで自動

的に検索されます。 
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検索結果 

フリーワード・キーワード・掲載日で検索の結果 

・ 検索したキーワードが赤字で表示されます。 

 

 

連載から検索の結果 

・ フリーワードやキーワードで絞り込むこと

もできます。 

 

 

 

 

 

記事を読む 

・ 記事を読むためにはユーザー名 

とパスワードが必要です。利用を希望する 

人は図書館カウンターで確認してください。 

（ユーザー名とパスワードは毎月変更されます） 

・ 原紙はラーニング・コモンズに配架されています。 

・ 原紙の保管期間は 2年です。 

 

35



雑誌記事を探す                                       

5.1  東洋経済デジタルコンテンツ・ライブラリー  で検索しよう 

＜どんな記事が探せる？＞ 

『週刊東洋経済』、『会社四季報』、『就職四季報』など、東洋経済新報社の刊行する経済・

ビジネス・企業情報誌をオンラインサービス上で検索・閲覧することができます。 

 『週刊東洋経済』･･･多様なテーマを扱う経済総合誌（週刊）。★冊子体も図書館にあります  

 『会社四季報』･･･国内全上場企業を網羅する会社データブック。★未上場版もあります  

 『就職四季報』･･･就職活動用の企業情報誌。★女子版，優良・中堅企業版もあります  

＜どこから使える？＞ 

学術情報センター URL：https://lsic.nagoya-wu.ac.jp/ ＞ 図書館資料を探す ＞ データベース 

・ 上記ページにアクセスします。「東洋経済デジタルコンテンツ・ライブラリー」をクリックすると、検索画面が開きます。 

・ 学内にあるパソコンなら、どこからでも使えます。 

＜どうやって探す？＞ 

1. 会社検索画面で検索する 

① 最上段のメニューから「会社検索」を選択します。 

② 会社検索画面で「会社名・証券コード」に企業名を 

入力します。 

③ 「検索媒体」で「媒体を選択」ボタンをクリックし、 

リストから媒体（雑誌名）を選びます。 

⇒チェックを入れて「確定」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

④ 「指定した条件で検索」ボタンをクリックします。 

⇒検索結果が表示されます。 

⑤ 会社名を選び、「PDFでダウンロード」ボタンをクリックすると、記事が PDF形式で表示されます。 

                      

＊未上場企業を調べたい場合 

会社検索画面で「会社名」に企業の名前を入力し、「対象媒体」で 

「会社四季報 未上場版」と「日本の企業グループ」を選択します。 

⇒子会社や関連グループ会社を検索することができます。 

就職四季報 会社四季報 

検索ボタンを 

クリック！ 

会社検索を選択 
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2. 就活企業サーチで検索する 

会社名が決まっていない場合は、「就活企業サーチ」でキーワード、業種、所在地や会社の規模で

企業群を絞り込めます。    

① 「就活企業サーチ」を選択します。 

② 各項目から希望の条件を入力・選択します。 

例）東海 3県の食品会社を検索するとき 

都道府県：愛知県、三重県、岐阜県  業種：食料品 など 

③「検索」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 雑誌記事を検索する…雑誌個別検索画面で検索します 

① 最上段のメニューから「雑誌個別検索」を選択します。 

② 検索したい雑誌を選択します。 

③ 検索条件を入力・選択し、「検索」ボタンをクリックします。※検索条件は媒体ごとに異なります。 

⇒検索結果が表示されます。 

④ 記事名を選び、「PDFでダウンロード」ボタンをクリックすると、記事が PDF形式で表示されます。 

「TEXTで閲覧」ボタンをクリックするとテキスト形式で本文のみが表示されます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆ 雑誌検索・会社検索は TOPページの 

「フリー検索」からも利用できます。◆◆ 

 

 

 

＜検索が終わったら＞ 

必ず画面右上にある「ログアウト」ボタンをクリックして終了してください。 

検索ボタンを 

クリック！ 

テキスト形式 

PDF形式 

媒体から会社情報

を閲覧します 
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雑誌記事を探す                                       

5.2  日経 BP記事検索サービス アカデミック版 で検索しよう 

＜どんな記事が探せる？＞ 

・ 日経 BP社が発行する雑誌記事、企業や官公庁／地方自治体の発表するリリースなどを検索・閲覧するこ

とができます。雑誌は PDF もしくはテキスト形式で記事全文を読むことができます。また、「論文・レポートを

書く」「就活情報の収集」などテーマ別のコンテンツのほか、パソコンスキルアップ講座なども掲載されています。 

＜どこから使える？＞ 

 学術情報センター URL：https://lsic.nagoya-wu.ac.jp/ ＞ 図書館資料を探す ＞ データベース 

・ 上記ページにアクセスします。「日経 BP記事検索サービス（アカデミック版）」をクリックすると、検索画面が開きます。 

・ 学内にあるパソコンなら、どこからでも使えます。 

＜どうやって探す？＞ 

１．雑誌記事を探す…検索画面で条件を指定します 

・ 画面上部に表示されている検索窓にキーワードを入力し（複数入力できます）、「検索」ボタンをクリックすると、 

検索結果一覧が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．雑誌記事を読む…記事を表示します 

・ 読みたい記事の見出しをクリックすると、PDF形式で表示されます。「テキストで読む」をクリックすると、テキスト形式

で本文のみが表示されます。記事そのままを見たい場合は、PDF形式を選んでください。 

 

 

 

 

 

追加キーワードで 

絞り込み検索ができます。 

カテゴリで絞り

込みもできます。 

テキスト形式 

PDF形式 

キーワードを入力 

してクリック！ 
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３．雑誌記事以外の情報を探す 

日経 BP 記事検索サービス アカデミック版では、雑誌の記事だけでなく、パソコンスキルアップ講座やビジネスマ

ナー、企業情報など、レポート作成や就職活動に便利な情報も見られます。 

 

◆論文・レポートを書く 

テーマ別の記事検索から文書作成テクニックまで、レポート作成に必須となる情報が掲載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆就活情報を収集する 

就活の方向性に応じて、さまざまな切り口で業界・企業研究ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索が終わったら 

ブラウザの画面ごと閉じてください。「ログアウト」ボタンはありません。 

「パソコンスキルアップ講座」で 

文書の作り方がわかります。 

「企業研究」では、会社名から

記事検索ができます。 

「地域経済」では、地域ごとの

関連記事を検索できます。 

「すぐ役立つ就活バイブル/ビジ

ネスマナーを学ぶ」では、社会人

としてのマナーに関する記事を

読むことができます。 
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雑誌論文を探す                                       

6.1   ディスカバリサービスを使おう 

＜文献検索とデータベース＞ 

・ 図書館には、多種多様な文献が所蔵されており、目的に応じて使い分ける必要があります。また、インターネット上

にもさまざまな情報が散在しています。こうした膨大な情報を整理し、効率よくアクセスできるツールがデータベー

スです。 

・ さらにディスカバリサービスを使うことで、個々のデータベース上の文献・情報や、オープンアクセスの資料・情報を

一括で検索することができます。    

※オープンアクセスとは？ 

学術研究成果を誰もが無料でオンラインで利用できるようにすること、またその理念。 

図書館情報学用語辞典 第 4 版, JapanKnowledge, http://japanknowledge.com, (参照 2017-08-04) 

＜ディスカバリサービスとは？＞ 

 ディスカバリサービスでは、図書館の所蔵資料だけでなく、契約データベースやオープンアクセスの資料など、図

書・論文・電子資料と、資料形態を問わずにまとめて検索することができます。 

 “ディスカバリ”とあるように、様々な資料・データの発見を促す資料検索ツールです。 

 【収録データベース】 

CiNii Research 国立国会図書館 J-STAGE(科学技術振興財団) 

JapanKnowledge 東洋経済デジタルコンテンツ・ライブラリー 日経 BP記事検索サービス 

メディカルオンライン EBSCOhost PubMed  (National Institute of Health) 

Spring-verlag LINK 
The New England Journal of Medicine  

English  /  日本語（アブストラクト) 
朝日新聞クロスサーチ（朝日新聞記事検索） 

その他 オープンアクセス 

＜どこから使える？＞ 

 学術情報センター URL：https://lsic.nagoya-wu.ac.jp/ ＞ 資料を探す ＞「Discovery Service」検索 BOX  

                           または   TOP ＞ 論文・文献検索「Discovery Service」 

・ 上記サイトにアクセスします。学内にあるパソコンなら、どこからでも使えます。 

＜どうやって探す？＞ 

1. 検索画面で条件を指定します 

 

 

 

 

 

 

上記以外のデータベースを利用する場合は個別のデータベースにアクセスし、検索をしてください。 

「新聞記事を探す」4.1～4.3 参照 

「雑誌論文を探す」6.2～6.11 参照 

① 検索ボックスにキーワードを入力します。 

② 検索対象データベースを選びます。「日本語リソー

ス版」、「全リソース版」のいずれかにチェックを

入れて指定します。 

③ 条件を指定したら、検索ボタンをクリックして検

索します。 
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2. 検索結果一覧を表示します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 検索結果詳細を表示します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ② 

③ 

① 検索結果一覧の最上部には、検索キーワードの意味が表示されます。 

② 検索キーワードの、同義語・上位語・下位語・関連語が表示されます。検索キーワード

の見直しや、検索の幅を広げたり、狭めたりと、検索キーワードの見直しの参考になり

ます。 

③ 左側では、現在の検索条件を確認するとともに、出版時期・出版物タイプ・主題（サブ

ジェクト）・出版社・出版物名・言語・提供リソースで絞り込み検索をすることができ

ます。絞り込みたい項目の左横にあるチェックボックスにチェックを入れてください。 

④ “詳細検索”詳細検索画面を開き検索可能です。“検索履歴”から検索式の履歴が確認

できます。 

⑤ 全文公開、書誌情報などのリンク先が表示されます。 

④ 

 

検索結果タイトルをクリックすると、詳細情

報が表示され、タイトルや著者、その論文の

主題（サブジェクト）など、論文に関する詳

細な情報が表示されます。 

 

① “書誌レコード”“HTML 全文”“PDF 全

文”など、表示方法を切り替えることが

できます。フルテキスト取得先へのリン

クが表示される場合もあります。 

② 表示している論文と関連度の高い論文情

報を、SmartText 検索を利用して検索で

きます。 

③ 表示している論文情報について、印刷・

電子メール・保存・引用・エクスポート

などをすることができます。 

⑤ 

 

① 

② 

③ 
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雑誌論文を探す                                       

6.2   CiNii Researchで検索しよう 

＜どんな資料が探せる？＞ 

・ 日本国内の学術論文、機関リポジトリ等の研究データ、KAKEN の研究プロジェクトなどを横断検索できるデータベ

ースです。 

＜どこから使える？＞ 

学術情報センター URL：https://lsic.nagoya-wu.ac.jp/ ＞ 図書館資料を探す ＞ データベース一覧 

・ 上記サイトにアクセスします。 

・ インターネット環境が整っていれば学内、学外どこからでも使えますが、学外からは閲覧できない本文もあります。 

 

＜どうやって探す？＞ 

１．検索画面で条件を指定します 

・ 「簡易検索」では、ボックスに調べたい言葉を入力してクリックします。「詳細検索」では、検索対象を限定して調べ

られます。また、本文が見られる論文だけを検索することもできます。 

・ 条件を入力、指定し「検索」ボタンをクリックすると、検索結果一覧が表示されます。 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

２．検索結果一覧を確認します 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

初期設定は「すべて」になっています。 

データ種別（論文・記事、本など）を切り替えて検索することもできます。 

条件を指定 

したら、ここを

クリック！ 

条件を追加して 

検索できます。 

データ種別（論文、本など）を 

切り替えられます。 

データ種別、 

期間などで

絞り込みが

できます。 【データ種別】 CiNii Research には、本・論文のほか、さまざまなデータが

収録されています。アイコンに注目して必要なデータに絞り込みましょう。 

 

研究データ：アンケートなどの調査データを閲覧できます。 

プロジェクト：過去に科研費で実施された研究プロジェクトの課題情報

を確認できます。 
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３．検索結果詳細を表示します 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 文献のタイトルをクリックすると、詳細情報が表示されます。論文名、著者名、収録誌、巻号、頁数（※これらの情報

は、レポート・論文の「参考文献一覧」で必要になります。メモしておきましょう）と、抄録が表示されます。 

・ 本文へのリンクがある場合は、タイトルの下に橙色のボタンが表示されます。クリックすると本文を読むことができま

す。（著作権の関係上見られないものもあります）。 

・ 検索が終わったら、ブラウザの画面ごと閉じてください。「ログアウト」ボタンはありません。 

抄録が掲載されている 

論文もあります。 

クリックすると論文の 

詳細画面が表示されます。 

本文がある場合は、こちらにボタンが表示されます。 

クリックして本文を読むことができます。 

★表示されるボタンは文献に

よって異なります。 

CiNii Research には論文(学術雑誌論文・紀要論

文)、記事などが収載されています。目的に合っ

た資料に絞り込みましょう。 

本文へのリ

ンク、資料

種別などで

絞り込みが

できます。 

本文がない場合は、「Full Text Finder」をクリック

してください。 

蔵書検索や他大学への複写依頼を申込すること

ができます。➨8.2 文献複写の依頼方法 参照 

例 

書誌事項を確認 
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雑誌論文を探す                                       

6.3   J-STAGEで検索しよう 

＜どんな論文が探せる？＞ 

・ 日本国内の学協会および研究機関が発行した 2,000 誌以上のジャーナルや会議録などが公開されているデータ

ベースです。抄録（論文の内容を簡単にまとめたもの）や本文全文（すべて PDF形式）が多く見られます。 

＜どこから使える？＞ 

学術情報センター URL：https://lsic.nagoya-wu.ac.jp/ ＞ 図書館資料を探す ＞ データベース 

・ 上記サイトにアクセスします。 

インターネット環境が整っていれば学内、学外どこからでも使えます。 

＜どうやって探す？＞ 

１．検索画面で条件を指定します 

・ 「簡易検索」では、ボックスに調べたい言葉を入力してクリックします。「詳細検索」では、検索対象を限定して調べ

られます。また、本文が見られる論文だけを検索することもできます。 

・ 条件を入力、指定し「検索」ボタンをクリックすると、検索結果一覧が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

２．検索結果を表示します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーワードを入

力したら、ここ

をクリック！ 

分野別・資料名別で雑誌を 

探すこともできます。 

左列の検索フィルタ

で絞り込みができま

す。 

・資料種別 

・記事属性 

・資料名 

・分野  など 
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３．書誌詳細を確認します 

 必要な文献の標題をクリックすると、詳細情報が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ①論文名、②著者名、③収録誌、④巻号、⑤頁数（※これらの情報は、レポート・論文の「参考文献一覧」で必要

になります。メモしておきましょう）と、抄録が表示されます。 

・ 「PDF をダウンロード」というボタンをクリックすると、論文が PDF 形式で表示されます（著作権の関係上見られない

ものもあります）。 

・ 検索が終わったら、ブラウザの画面ごと閉じてください。「ログアウト」ボタンはありません。 

クリックした論文の書誌

事項が表示されます。 

タイトルをクリック 

ここをクリックすると 

本文を閲覧できます。 

① 

② 

③ 

④ ⑤ 

----------------- 

---------------------- 
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雑誌論文を探す                                       

6.4   JDreamⅢで検索しよう 

＜どんな論文が探せる？＞ 

・ 国内外で発行された科学技術・医学分野の学術論文を探せます。科学技術分野は 1975 年以降、医学分野は

1966 年以降の論文が収録されています。また、外国雑誌であっても日本語で検索・表示することができ、多くの文

献で日本語抄録（論文の内容を短くまとめた文章）を見ることができます。 

＜どこから使える？＞ 

 学術情報センター URL：https://lsic.nagoya-wu.ac.jp/ ＞ 図書館資料を探す ＞ データベース 

・ 上記 URLにアクセスします。「JDreamⅢ」をクリックすると、トップ画面が開きます。 

学内にあるパソコンであれば、どこからでも使えます。 

＜どうやって探す？＞ 

１．ログインします 

・ 画面右上の「IP接続でログイン」をクリックします。 

・ 検索終了時は｢ログアウト｣をしてください。 

 

２．アドバンスドサーチを選びます 

・ トップページで「お名前」に入力し、“ファイル選

択”から利用したいファイルにチェックを入れ、「ア

ドバンスドサーチ」ボタンをクリックします。 

・ 「お名前」には任意の文字列を入力してください。 

 

３．検索条件指定画面で条件を指定します 

・ 検索ボックスに調べたいキーワードを入力します。 

・ 「簡易入力画面」ボタンをクリックすると絞込み検

索画面が開きます。雑誌が発行された年や論文

の言語などを指定したい場合、調べたい雑誌の

巻号がわかっている場合などに使うと便利です。

何も指定しなくても検索できます。 

                                                            

※検索するときは、次の２点を守ってください。 

①ブラウザの「戻る」ボタンは使わないでください。 

画面中のボタンで戻ってください。 

②ブラウザの「閉じる」「×」は使わないでください。 

画面中の「閉じる」ボタンを使ってください。 

 

 

 

 

 

ここをクリック 

終了時は 

必ずクリック！  検索ファイルが 

変更できます 

 検索開始！ 

 

 調べたい内容に

関するキーワード

を入力します。 

検索対象期間や本文言語、 

発行国などを細かく指定 

できます。 
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４．検索結果を確認します 

・ 検索結果として、L番号、検索式、ヒット件数が 

検索履歴に表示されます。 

・ 検索の履歴は、セッションを終了するまで保存 

されるため、検索結果同士でさらに論理演算 

(再検索)をすることができます。 

～履歴を使った検索式の組み合わせ～ 

① 組み合わせたい検索式の L番号にチェックを入れます。 

② 選択した L番号を「AND検索」または「OR検索」を

クリックします。 

③ 検索履歴に検索結果が表示されます。 

 

 

 

 

５．検索結果を表示します 

・ L 番号をクリックすると検索結果一覧が表示さ

れます。 

・ 検索結果が多すぎる、不要な文献が検索され

ている場合は、「検索条件へ戻る」で“３．検索

条件指定画面”に戻り、再度検索条件の追加

/削除等します。 

・ 必要な文献を選んで詳細画面を表示します。 

・ チェックボックスを選択し、“回答表示”ボタン

をクリックすると、複数の論文の詳細情報を一

括で見ることができます。 

・  

① 和文標題 ： 文献のタイトルです。外国語で書かれた

文献でも、日本語訳で表示されます。 

② 著者名 ： 文献を書いた人の名前です。 

③ 資料名 ： 文献が載っている雑誌のタイトルです。 

外国雑誌の場合、略称になっていることがあります。 

④ 巻号ページ ： 文献が載っている雑誌の巻号、 

ページ数、発行年などの情報です。 

⑤ 抄録 ： 文献の内容を簡単にまとめた文章です。

JDreamⅢで調べられる文献のほとんどに付いていま

す。また、外国語の文献でも、日本語で抄録を読むこ

とができます。 

 3.検索条件指定画面で 

設定した検索式が表示されます 

 
論文標題をクリック

すると詳細情報が

見られます。 

 
見終わったら、ブラ 

ウザの｢×｣ではなく 

｢閉じる｣をクリック！ 

 
再検索の時は 

ここをクリック 
 選択ファイル全体の
検索件数、データベ

ースごとの検索件

数が表示されます。 

① 

② 

③    

④ 

⑤ 

③ 

② 

① 

本学入手や本学所蔵確認

はここをクリック 
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雑誌論文を探す                                       

6.5   メディカルオンラインで検索しよう 

＜どんな論文が探せる？＞ 

・ メディカルオンラインは、医療系文献のほか、最新の医療情報を幅広く提供する医学・医療の総合サイトです。日

本国内で発行されている医学・歯学・看護学・栄養学等の医学文献を検索し本文を閲覧できるほか、約4,200冊の

電子書籍をオンラインで利用することができます。 

＜どこから使える？＞ 

 学術情報センター URL：https://lsic.nagoya-wu.ac.jp/ ＞ 図書館資料を探す ＞ データベース 

・ 上記 URLにアクセスします。「メディカルオンライン」をクリックすると、TOP画面が開きます。 

学内にあるパソコンであれば、どこからでも使えます。 

＜どうやって探す？～文献の探し方～＞ 

１．サイトを選択します 

・ 画面上部のタブから、使用したいサイト（文献、電子書籍、くすり等）を選択することができます。 

※ここでは、文献サイトを選択します。電子書籍サイトの利用法は次ページで説明します。 

・ 全サイトから検索したい場合は、TOP画面の「サイトを横断検索」にキーワードを入力します。 

 

 

 

 

２．検索画面で条件を指定し検索します 

・ 文献サイトの検索ボックスにキーワードを入力し、「検索」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

※「オプション検索」をクリックすると、詳細な検索条件を設定し 

組み合わせることができます。発行年等で絞り込むこともできます。 

 

 

 プルダウンメニューで、各サイト 

に絞り込んで検索することもで 

きます。 

ここをクリック 

キーワード検索のほか、タイト

ル、分野、出版社別でも雑誌を

探せます。 
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３．検索結果を確認します 

・ 検索結果一覧が表示されます。   ※特定の雑誌巻号の大量ダウンロードは禁止されています 

 

① 標題 ： 文献のタイトルです。 

② 著者名： 文献を書いた人の名前です。 

③ 資料名・巻号・ページ ： 文献が載っている雑誌のタイトルと掲載巻号、ページ、発行年月です。 

※①～③の情報はレポート・論文の「参考文献」として必要になります。メモしておきましょう。 

＜そのほかにも～電子書籍の使い方～＞ 

１． 検索画面で条件を指定し検索します 

 

 

 

 

 

 

 

・キーワードを入力し、検索ボタンをクリックします。 

・検索対象を、本学契約書籍か全書籍（未契約の 

書籍含む）で選べます 

※キーワード検索のほか、各メニューから 

電子書籍を探すこともできます。 

関連電子書籍の検索件数も表

示されます。 

全文およびアブストラク

ト（抄録）を読むことがで

きます。 

① 
② 
③ 

（例）分野で探す 
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２． 検索結果を表示します 

・ ボタンをクリックすると、 

書誌詳細画面が開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 電子書籍を閲覧します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※電子書籍には、参考文献一覧が掲載されています。 

各データベースにリンクされているものもあります。 

 

読みたい章を開く時は

ここをクリック 

メディカルオンラインで文献

PDFへアクセス 

同時アクセス数

は無制限です 

ここをクリック 

書誌詳細画面 

最初から通して読みたい

時はここをクリック 

50



雑誌論文を探す 

6.6 医中誌 Webで国内論文を検索しよう 

＜どんな論文が探せる？＞ 

・ 医学論文情報の検索データベースです。国内の医学・歯学・薬学・看護学及び関連分野の論文情報を検索でき、

論文の書誌情報や抄録を見ることができます。 

・ “PubMed検索”では、米国国立医学図書館の PubMed（MEDLINE）を日本語で検索することができます。 

参照：6.7 医中誌 Webで海外論文を検索しよう（PubMed検索） 

＜どこから使える？＞ 

学術情報センター URL：https://lsic.nagoya-wu.ac.jp/ ＞ 図書館資料を探す ＞ データベース 

・ 上記URLにアクセスします。「医中誌Web」をクリックすると、ログイン画面が開きます。 

・ 「ログイン」ボタンをクリックしてください。学内に設置されたパソコンであれば、どこからでも使えます。 

・ 終了時は必ず「ログアウト」ボタンをクリックして終了してください。 

＜どうやって探す？＞ 

１．検索条件の指定 

① 検索 BOX に検索したいキーワードを入力します。複数

の単語をスペース区切りで入力すると AND 検索になり

ます。 

 

② 検索 BOX 下の絞り込み条件では、検索条件を指定す

ることができます。画面内の マークをクリックすると、

たたまれている検索指定条件や情報が表示されます。 

 同じ項目内の条件を複数選

んだ場合⇒項目内で OR 検

索 

 項目をまたいで選択した場

合⇒項目間で AND検索 

※ 検索結果から絞り込み検索

をすることもできます。 

 

③ 条件を指定し終えたら、検索ボタン（虫眼鏡のアイコン）をクリックします。 

  

② 

検索のヒント 

チェックタグ選択とキーワード検索の違い 

 チェックタグとは論文における‘対象’を示すキーワードです。 

 通常のキーワード検索では、指定したキーワードが書誌情報（表題・資料名・抄録等）に含まれてい

るとヒットするため、必ずしもそのキーワードが取り扱われている文献がヒットするとは限りません。 

 チェックタグはその文献の内容に応じて指定されているため、キーワードが内容に含まれている文

献がヒットしやすくなります。 

絞り込み条件の例 

・ 論文を探している⇒の‘原著論文’を選択 

・ 本文が日本語の資料⇒論文言語で‘日本語’を選択 

・ 対象が人間の女性の資料⇒チェックタグで‘ヒト’と‘女’を選択 

・ 対象年齢が 65歳以上の資料⇒チェックタグで‘高齢者（65～）’を選択 

・ 診療ガイドラインを読みたい⇒研究デザインで診療ガイドラインを選択 

 

① 
① 

② 
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２．履歴検索 

 論文検索をすると検索履歴が作成され、履歴には♯1・♯2のように順に番号がふられます。 

 履歴の番号をクリックすると、再度同じ検索が実行されます。 

 検索履歴の組み合わせ検索 

① 組み合わせて検索したい履歴のボックスにチェックを入れます。 

② AND・OR・NOTのいずれかを選びます。 

※ NOTを選ぶと、履歴番号順に NOT検索となります。 

③ 【履歴プラス検索】ボタンをクリックすると、検索が実行されます。 

 

 検索履歴の絞り込み検索 

① 絞り込みたい履歴にチェックを入れます。 

② 左サイドに表示されている絞り込み条件から、追加

したい条件を指定します。 

③ 【履歴プラス検索】ボタンをクリックすると、検索が実

行されます。 

 

３．検索結果の見方 

① タブ切り替えで検索結果を仕分けます。 

 すべて⇒検索結果をすべて表示 

 本文あり⇒Web上で公開されている文献を表示 

 

② ヒットした文献の書誌情報（表題・著者名・所属機関・

収録誌名・論文種類・DOI 等）が表示されます。文

献の抄録（要約）が表示されるものもあります。 

 

③ キーワードと類似文献を確認します。 

 キーワード 

文献に付与されているシソーラス用語やチェックタグ

が表示されます。類似文献の検索のヒントとなりま

す。 

 類似文献 

対象文献と類似の文献の一覧が表示されます。 

標題をクリックすると、詳細画面に移動します。 

 

４．本文入手の方法 

 文献の書誌情報・抄録の下にバナーが表示されます。 

文献が収録されている雑誌や電子ジャーナルが本学図書館

に所蔵されているかを確認できます。ない場合は他機関から

文献の複写物を取り寄せることができます。（有料） 

参照）8.2 他の図書館が所蔵している雑誌論文のコピーを入手する 

 

メディカルオンライン・J-STAGE・機関リポジトリ・PubMed など、本文が

読めるウェブサイトにリンクしています。 

① 

② 

③ 

① 

② 

③ 

① 

② 

③ 

折りたたまれた状態で表示されます。 

をクリックして  にすると 

表示されます。 
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５．適切な検索キーワードの探し方 

 医中誌 Web は「医学用語シソーラス」により、医学・薬学・看護学・公衆衛生学等の分野で使われている用語を体

系的に整理しています。 

 「医学用語シソーラス」で検索すると、同義語や下位語を含めた検索など、より効果的な検索ができます。 

 

① 画面上部の【シソーラスブラウザ】をクリックします。 

② 検索 BOXに探したいキーワードを入力します。 

③ 検索結果のキーワードをクリックすると、以下の選択

肢が表示されます。 

・ 医中誌Webで検索する 

⇒そのキーワードの検索結果が表示されます。 

・ キーワードの詳細情報を見る 

⇒同義語の一覧・上位語・下位語・MeSH 用語な

ど、キーワードの詳細情報が表示されます。 

※ MeSH とは PubMed版のシソーラス用語です。 

② 

① 

③ 

糖尿病 
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雑誌論文を探す 

6.7 医中誌 Webで PubMedを検索しよう 

＜どんな論文が探せる？＞ 

・ 米国国立医学図書館の PubMed（MEDLINE）を日本語または英語で検索することができます。 

・ PubMedは医学・薬学・看護学及びその周辺分野の論文を提供しており、世界中で利用されています。 

・ 日本語で入力したキーワードを医中誌シソーラス（統制語）にマッピングし、さらに MeSH（統制語）に展開すること

で、日本語でも PubMedが検索できるようになっています。 

＜どこから使える？＞ 

学術情報センター URL：https://lsic.nagoya-wu.ac.jp/ ＞ 図書館資料を探す ＞ データベース 

・ 上記URLにアクセスします。「医中誌Web」をクリックすると、ログイン画面が開きます。 

・ 画面上の「ログイン」ボタンをクリックしてください。学内に設置されたパソコンであれば、どこからでも使えます。 

・ 終了時は必ず「ログアウト」ボタンをクリックして終了してください。 

＜どうやって探す？＞ 

 医中誌Webの PubMed検索では、入力したキーワードをMeSH（PubMedのシソーラス用語）に展開する（マッピン

グ）、入力した日本語を自動翻訳で英訳する、などの作業の後に PubMedで検索されます。 

 MeSH へのマッピングが適切に実行されるよう、複数のキーワードを一気に検索するより、キーワードを１つずつ検

索し、履歴検索での組み合わせ検索が最も効果的です。 

 

１．検索条件の指定 

① トップページの左サイドメニューから【PubMed】をクリックすると PubMed 検索画

面が表示されます。 

② 検索 BOXに、検索したいキーワード等を入力します。日本語でも検索できます。

複数の単語をスペース区切りで入力すると AND検索になりますが、PubMed検

索では、キーワードを１つずつ検索したほうが効果的です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 検索BOX下の絞り込み条件では、検索条件を指定することができます。画面内のマークをクリックすると、たたまれ

ている検索指定条件や情報が表示されます。 

 同じ項目内の条件を複数選んだ場合⇒項目内で OR検索 

 項目をまたいで選択した場合⇒項目間で AND検索 

 検索結果に後から絞り込み条件を追加することもできます。 

④ 条件を指定し終えたら、検索ボタン（虫眼鏡のアイコン）をクリックします。 

① 

② 

③ 

③ 
④ 

54



 

２．履歴検索 

 論文検索をすると検索履歴が作成されます。履歴には#１・#２のように連番が振られます。 

 この番号をクリックすると、再度同じ検索が実行されます。 

 検索履歴の組み合わせ検索 

① 組み合わせて検索したい履歴のボックスにチェック

を入れます。 

② AND・OR・NOT のいずれかを選び、NOT を選ぶと、

履歴番号順に NOT検索となります。 

③ 【履歴プラス検索】ボタンをクリックすると、検索が実

行されます。 

 

 検索履歴の絞り込み検索 

① 絞り込みたい履歴にチェックを入れます。 

② 左サイドに表示されている絞り込み条件から、追加したい条件を

指定します。 

③ 【履歴プラス検索】ボタンをクリックすると、検索が実行されます。 

検索例）妊娠・糖尿病・インスリンを含む、本文が英語で書かれた、治療についての文献を探す 

Step１ 妊娠/糖尿病/インスリンと、キーワードごとに検索する。（計 3回） 

Step２ 検索履歴#１～#３にチェックをいれ、絞り込み条件で論文言語“英語”、副標目“治療”を選択する。 

Step３ 検索式で“AND”を指定して【履歴プラス検索】ボタンをクリックする。 

Step４ 検索履歴#４として検索結果が表示される。 

 

３．検索結果の見方 

 検索結果は英語で表示されます。‘タイトル和訳’をクリックすると、資料タイトルの和訳が表示されます。 

 タイトルをクリックすると、PubMedの検索結果詳細ページに移動します。 

 検索結果のみかたは、‘6.9 PubMed で検索しよう’を参照してください。 

参照：6.9 PubMed で検索しよう 

４．本文の入手方法 

 本文入手は PubMedの検索結果詳細ページから行います。 

 検索結果のみかたは、‘6.9 PubMed で検索しよう’を参照してください。 

参照：6.9 PubMed で検索しよう 

検索時のポイント！ 

 キーワード検索では、指定したキーワードが書誌情報（表題・資料名・抄録等）に含まれているとヒット

するため、必ずしもそのキーワードが主題の文献とは限りません。 

 絞り込み条件では、その文献の内容に応じて条件が指定されているため、性別・年齢・研究デザイン・

副標目など、文献内容に合致したものを検出することができます。 

検索時のポイント！ 

 2 つ以上のキーワードで検索する場合、日本語キーワードが適切に MeSH へマッピングされるよう、

キーワードを１つずつ検索した後、履歴検索で組み合わせ検索を行ってください。 

折りたたまれた状態で表示されます。 

をクリックすると表示項目が増

えます。 

 

③ ② 

① 
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雑誌論文を探す                                       

6.8   EBSCOhostで検索しよう 

＜どんな論文が探せる？＞ 

・ いろいろな分野の外国学術雑誌データベースを集めたデータベースです。外国雑誌の論文や会議録などが検索

でき、抄録（論文の内容を簡単にまとめたもの）が見られます。また、本文全文が見られる雑誌と共に、電子ブック

の利用もできます。 

＜どこから使える？＞ 

学術情報センター URL：https://lsic.nagoya-wu.ac.jp/ ＞ 図書館資料を探す ＞ データベース 

・ 上記サイトにアクセスします。「EBSCOhost」をクリックするとデータベース選択画面が開き、各データベースの概要

を見ることができます。学内にあるパソコンなら、どこからでも使えます。 

・  データベース選択画面で、検索したいデータベース名をクリックします。複数のデータベースを検索する場合は、

データベース名の横のチェックボックスを入れ、「続行」ボタンをクリックします。 

 

＜どうやって探す？＞ 

１．検索画面で条件を指定します 

・ 「基本検索」では、検索ボックスに調べたい言葉を入力して検索します。または「検索オプション」で「詳細検索」を

選ぶと、 検索対象をプルダウンメニューから選んで「AU（著者）」「TI（標題）」などに限定することができます。 

・ 「検索条件の限定」項目で、必要な条件を指定します。全文情報があるものだけ見たいとき、雑誌が発行された年

を限定したいときなどに使うと便利です。何も指定しなくても検索できます。 

・ 条件を入力、指定し「検索」ボタンをクリックすると、検索結果一覧が表示されます。 

 

＜詳細検索画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

                                                           

検索する対象を選べます。 

何も指定しなくても検索できます。 

条件を指定 

したら、ここ

をクリック！ 

 

検索条件を指定できま

す。図に表示されている

もののほか、「ページ数」

「特集記事」「画像を含

む」などの限定や、「関連

語・同義語も検索」など、

検索の拡張もできます。 

今検索している

データベースが

表示されます。

ここで変更もで

きます。 
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２．検索結果を表示します 

・ 結果一覧では、文献情報の下にいろいろなリンクが表示されています。「HTML 全文」「PDF 全文」などと表示され

ているものは、その文献の全文が見られます（①）。データベース中に全文がない場合でも、外部へのリンク（②）か

ら全文を見られることもあります。また、図書館に所蔵がある資料なのかも調べられます（③）。 

・ 検索結果が多すぎる、不要な文献が検索されている、といった場合は、画面上部の検索条件項目を使い、条件を

追加して再検索できます。 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 必要な文献の標題をクリックすると、詳細情報が表示されます。文献詳細では、文献の題（④タイトル）、文献を書

いた人の名前（⑤Authors）、文献が載っている雑誌名、巻号、ページ数など（⑥資料）、文献の内容を簡単にまと

めた文章（⑦抄録）などが見られます。また、HTML全文があるときは、詳細画面下部に表示されます。 

・ 検索が終わったら、ブラウザの画面ごと閉じてください。「ログアウト」ボタンはありません。 

※④～⑥の情報はレポート・論文の「参考文献一覧」で必要になります。メモしておきましょう※ 

ここをクリックすると 

今までの検索条件と 

結果件数を見られます。 

クリックすると詳細

情報が見られます。 

ここから条件を追加 

して検索できます。 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

このリンクをクリック

すると、今の結果を

関連語で絞り込んで

検索できます。 

この文献が収録され

ているデータベース

が表示されます。 

① 
② 

③ 
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雑誌論文を探す                                       

6.9   PubMedで検索しよう 

 ＜どんな論文が探せる？＞ 

・ PubMedはインターネット上で利用できる無料の文献検索システムです。   

医学文献データベースMEDLINEの全文献に加えて、MEDLINE収載直前の文献（PreMEDLINE）も収録している

ため、最新の論文を広く検索できます。 

・ 医学、看護学、薬学などと、その周辺分野の論文を提供しており、世界中で利用されています。 

＜どこから使える？＞ 

  学術情報センター URL：https://lsic.nagoya-wu.ac.jp/ ＞ 図書館資料を探す ＞ データベース 

① 上記サイトにアクセスします。「PubMed」をクリックすると、トップ画面が開きます。学内にあるパソコンなら、どこから

でも使えます。 

＜どうやって探す？＞ 

～基礎編～ 

１．検索画面で条件を指定します 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．検索結果を表示します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左列の Filters で 

絞り込みができます。 

・発行年  ・言語 

・主題 

・（研究対象の）種別 

など 

他の Filter を表示させるときはこちら 

キーワードを入力し Searchをクリック 

★複数キーワードの場合： AND OR NOTのいずれかで語をつなぐ 
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３．詳細を表示します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～Advanced Search編～ 

１．検索画面で条件を指定します 

検索結果一覧もしくは TOP画面から、「Advanced」をクリックします。 

 

 

 

2. Builderで検索式を作ります 

① 検索ボックスに検索条件を入力します。 

（キーワード、著者名、その他項目を選択できます） 

※Index list からキーワードの組み合わせと文献数を

確認できます。 

 

 

 

 

 

 

② 「ADD」ボタンをクリックすると、検索ボックスに入

力されます。 

 

③ 検索ボックスに入力されたら、「Search」ボタンをクリックします。 

⇒検索結果が「History and Search Details」に表示されます。 

④ 「Results」の数字をクリックすると、検索結果一覧が表示されま

す。 

詳細の表示方法は、～基礎編～3. を参照してください。 

クリックすると論文詳細

が表示されます 

論文全文が読める 

ものもあります 

クリックして検索！ 

オンライン上で本文

を探すときはこちら 

Index list 

検索結果が表示さ

れます 

① 
② 

③ 

④ 
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＊「History（検索履歴）」を使った検索式のかけ合わせ＊ 

Advanced Searchでは、検索式を組み合わせて再検索することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 検索式の「Actions」をクリックし、「Add query」を選択します。 

⇒検索ボックスに追加されます。 

 

 

 

 

 

 

② ①と組み合わせたい検索式の「Actions」をクリックし以下から選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 検索ボックスの右にある「Search」ボタンをクリックすると、検索結果一覧が表示されます。 

 

 

 

 

 

詳細の表示方法は、～基礎編～3. を参照してください。 

論理演算子を選択できます 

・Add with AND： AND 検索 

・Add with OR：  OR 検索 

・ADD with NOT： NOT検索 

 

History（検索履歴） 

例）＃1 AND #2 

検索式を組み合わせて検索！ 

Query box（検索ボックス） 
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～MeSH編～ 

MeSH とは、Medical Subject Headingsの略で、MEDLINEデータベースのシソーラスとして利用されています。さ

まざまな医学用語を統一して検索できるようにするための統制語です。 

1. MeSH用語を検索します 

・ TOP ページ下部の

「MeSH Database」

をクリックします。 

・ キーワードを入力し、

「Search」ボタンをクリックします。 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

2. MeSH用語から文献を検索します  

・ 検索した MeSH用語と組み合わせたい Subheadings（例：栄養治療、診断など） 

にチェックを入れ、画面右側の「Add to Search builder」をクリックします。 

⇒検索式が表示されます。 

・ 「Search PubMed」をクリックすると、検索結果一覧が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリックして詳細確認 

用語の定義 

Subheadings：副標目 

※MeSH と組み合わせて検索できる共通概念 

Builder 

MeSHを使った検索式 

例）「癌」について文献を探したい  

Cancer, Neoplasms, tumor  

MeSH     

neoplasms 
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雑誌論文を探す                                       

6.10   Publication Finderで検索しよう 

＜どんな論文が探せる？＞ 

・ 図書館で所蔵している電子ジャーナル・電子書籍とオンラインでアクセス可能な電子ジャーナルを検索することが

できます。論文本文または索引情報へのリンクが掲載されています。 

＜どこから使える？＞ 

学術情報センター URL：https://lsic.nagoya-wu.ac.jp/ ＞ 図書館資料を探す 

・ 上記サイトにアクセスします。「Publication Finder」をクリックすると検索画面が開きます。学内にあるパソコンなら、

どこからでも使えます。 

・ 図書館資料を探すトップページの“Publication Finder（電子資料タイトルリスト）”検索 BOXからも検索できます。 

＜どうやって探す？＞ 

１．検索画面で条件を指定します 

・ 「基本検索」では、検索ボックスにタイトル名を入力して検索します。 

・ 「分野別検索」を使うと、分野を選択することで出版物タイトルを一覧することができます。 

・ 条件を入力または指定すると、検索結果一覧が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

２．検索結果を表示します 

・ 検索結果一覧では、条件に合致したタイトル一覧が表示されます。 

※「全文アクセス」をクリックすると、本文が掲載

されているサイト情報が表示されます。 

 

 

 

 

リンクをクリック

すると、該当ペ

ージに移動します。 

チェックを入れる

と、絞り込んで検

索できます。 

タイトルを入力 

分野から選択 

オートコンプリート

機能でタイトル検

索をサポート！ 

 

出版社の HP からも本文

を読める場合があります 
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３．詳細情報を表示します 

・ タイトルをクリックすると、その出版物の詳細を確認することができます。書誌事項に加えて、「サブジェクト」では 

扱っている主題、テーマを確認することができます。 

・ 「全文アクセス」をクリックすると、本文が掲載されているサイト情報が表示されます。 

※掲載期間を確認しましょう。期間外の論文は閲

覧ができません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「出版物内を検索」ボックスが表示されている場 

合、その出版物内の全文記事の情報を検索する 

ことができます。キーワードを入力すると、関連す 

る論文を検索することができます。 

   （検索ボックスが表示されない場合は対象外となります） 

 

・ 必要な文献の標題をクリックすると、詳細情報が表示されます。

書誌事項として、①タイトル、②著者名、③収録誌名、巻号、 

ページ数、④刊行年月を確認し、メモしておきましょう。また、論

文の要旨をまとめた抄録などの情報も得ることができます。 

・ 論文本文へのリンクを探すときは、  ボタンを

クリックすると検索メニューが表示されます。 

 

 

・ 検索が終わったら、ブラウザの画面ごと閉じてください。「ログアウト」

ボタンはありません。 

掲載期間を確認

しましょう！ 

 

キーワードを入力

して論文を検索 

書誌事項は 

メモしましょう！ 
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雑誌論文を探す                                       

6.11 名古屋女子大学リポジトリを検索しよう 

＜どんな論文が探せる？＞ 

・ 名古屋女子大学が発行している「名古屋女子大学紀要」に掲載されている論文を検索することができます。また、

論文本文を PDFファイルで入手することができます。 

・ 「名古屋女子大学紀要」とは、名古屋女子大学が刊行している学術研究論文集です。 

＜どこから使える？＞ 

学術情報センター URL：https://lsic.nagoya-wu.ac.jp/ ＞ トップページ ＞ 名古屋女子大学機関リポジトリ 

・ 学術情報センターWEBサイトトップページの右サイドメニュー下部にある、 

アイコン「名古屋女子大学機関リポジトリ」をクリックします。 

・ インターネット環境が整っていれば学内・学外のどこからでも使えます。 

＜どうやって探す？＞ 

１．検索条件を指定します 

・ キーワードで検索するときは、トップページの検索ボックスに調べたいキーワードを入力し、検索ボタンをクリックし

ます。‘詳細検索’をクリックすると、より詳細な検索条件を指定することができます。 

・ 読みたい号数がわかっているときは、左サイドメニューにある‘インデックスツリー’で号数を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 条件を入力または指定すると、検索結果一覧が表示されます。                                                       

＜詳細検索画面＞ 

＜トップページ＞ 
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２．検索結果を表示します 

・ 検索結果一覧では、条件に合致した論

文タイトル一覧が表示されます。 

・ 「PDF」ボタンをクリックすると、論文本文

の PDF ファイルが開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．詳細情報を表示します 

・ 論文タイトルのリンクをクリックすると、詳

細ページが表示されます。 

・ 論文の抄録を読むことができます。 

・ ‘File/Name’の PDF ファイルへのリンク

をクリックすると、論文の全文が表示さ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 利用が終わったら、ブラウザの画面ごと閉じてください。「ログアウト」ボタンはありません。 
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雑誌論文を探す                                       

6.12 学外からのデータベース利用方法 

＜何ができる？＞ 

学外のパソコンやスマートフォン、タブレットなど、インターネットにつながる環境から、本学の契約データ

ベースを使うことできます。 

＜どこから使える？＞ 

学術情報センター URL：https://lsic.nagoya-wu.ac.jp/ ＞ 図書館資料を探す ＞「学外からのデータベース検索」  

・ 上記サイトにアクセスします。 

＜どうやって使う？＞ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学外からのデータベース

検索にログイン 

学内のパソコンにログイ

ンする際の、ID とパスワ

ードを入力してください。 

本学契約データベースの一覧が表

示されます。利用したいデータベー

ス名を右クリックして「新しいウィンド

ウで開く」から開いてください。 

ログインした IDが表示されます。 

利用後は必ず“logout”をクリックし、

ログアウトをしてください。 
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他の図書館の所蔵を探す                                       

7.1 CiNii Booksで検索しよう 

＜CiNii Booksとは＞ 

国立情報学研究所（NII）が提供している図書や雑誌のデータベースです。主に日本国内の大学図書館で所蔵され

ている資料の書誌情報・所蔵情報を検索することができます。 

＜どこから使える？＞ 

 学術情報センター URL：https://lsic.nagoya-wu.ac.jp/ ＞ 図書館資料を探す ＞ データベース 

・ 上記サイトにアクセスします。「CiNii Books」をクリックするとトップ画面が開きます。 

・ インターネット環境が整っていれば学内、学外どこからでも使えますが、一部学内限定の機能もあります。 

 

＜どうやって探す？＞ 

１．検索画面で条件を指定します 

・ 「簡易検索」では、検索ボックスに調べたい言葉を入力してクリックします。「詳細検索」では、検索対象を限定して

調べられます。また、すべての資料・図書・雑誌と、検索対象資料を指定できます。 

※図書・・・「雑誌」以外のすべての形態の資料（CD、DVD等も含む）が 

「図書」の対象となります。 

・ 条件を入力、指定し「検索」ボタンをクリックすると、検索結果一覧が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ スペース区切りで複数のキーワードを入力できます。この場合はＡＮＤ検索となります。 

・ 検索ボックスに直接入力することで、OR検索や NOT検索も可能です。 

※OR検索・・・・△または○を含む→ “△ OR ○” （ORは半角英数） 

※NOT検索・・・△を含むが○を含まない→“△ NOT ○”  (NOTは半角英数) 

条件を指定 

したら、ここを

クリック！ 

資料の種類が選択できます 
詳細検索はこち

らから！ 

67



２．検索結果を表示します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 必要な資料の標題をクリックすると、詳細情報・所蔵情報が表示されます。資料タイトル、著者名、出版社、出版地、

出版年（※これらの情報は、レポート・論文の「参考文献一覧」で必要になります。メモしておきましょう）と、内容説

明・目次が表示されます。 

 

＜名古屋女子大学の図書館にない資料を入手するには＞ 

１．公共図書館で探す 

愛知県図書館や名古屋市図書館など、公共図書館の所蔵を確認します。 

 

２．他の大学図書館から取り寄せる 

名古屋女子大学の図書館にも公共図書館にも見つからなかった場合は、他の大学図書館や国立国会図書館から借

りることができます。近くの大学図書館にある場合は、直接見に行くこともできます。(図書館カウンターで手続きが必要です)  

所蔵している図書館が

わかります。名古屋女子

大学に所蔵がある場合

は一番上に表示されま

す。（学内利用限定） 

クリックしたタイトルの書

誌事項が表示されます。 

検索結果の表示順

序を変更できます。 

本学図書館に所蔵がある

場合、本学図書館 OPAC

にリンクされています。 

他大学からの貸借

依頼はここから申

し込みできます。 

 

条件を追加して絞

り込み検索ができ

ます。 
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他の図書館の所蔵を探す                                       

7.2  公共図書館の所蔵を検索しよう 

愛知県図書館や名古屋市図書館などの公共図書館は、誰もが利用できる図書館です。公共図書館も大学図書館

同様、活用してください。 

＜愛知県図書館の資料を検索する＞ 

① 愛知県図書館のWebサイト https://www.aichi-pref-library.jp/ へアクセスして、「蔵書検索」をクリックします。 

② 検索値の欄に書名やキーワードを入力して、検索します。 

③ 検索結果の一覧が表示されます。 

④ 見たい資料のタイトルをクリックすると詳細情報が確 

認できます。 

取り寄せできます 

 愛知県内の市町村図書館を通じて

愛知県図書館の資料を借りることがで

きます（その図書館に所蔵されていな

い資料に限ります）。詳しくは市町村図

書館で聞いてください。大学図書館か

ら取り寄せることもできますが、返却用

の送料が必要になります。詳しくはカウ

ンターへ聞いてください。 

 

＜名古屋市図書館の資料を検索する＞ 

① 名古屋市図書館のWebサイト https://www.library.city.nagoya.jp/ にアクセスし、検索方法を選びます。 

※画面は「詳細検索」です。 

② 書名や著者名、キーワードなどを入力して、検索します。   

③ 検索結果の一覧が表示されます。 

④ タイトルをクリックすると、所蔵館など詳細情報が確認できます。 
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＜県内の公共図書館の資料を検索する＞ 

公共図書館の所蔵をまとめて探す 

① 愛知県図書館のWeb サイト https://www.aichi-pref-library.jp/ にアクセスして「県内横断検索」をクリックします。 

② 書名やキーワードを入力して、検索します。また探したい図書館を指定することもできます。 

③ 検索結果が表示されます。検索結果一覧の図書館名をクリックすると、その図書館の結果へ移動できます。 

④ 書名をクリックすると、詳細データが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜雑誌・新聞の所蔵を確認する＞ 

雑誌や新聞の所蔵は、検索しても検索できないことがほとんどです。図書館によって一覧を作成していますので、そ

ちらを確認してください。また、愛知県図書館では愛知県内の公共図書館で所蔵している雑誌新聞のリストを作成して

います。こちら( https://www.aichi-pref-library.jp/soumoku/index1.1.html )から確認してください。 

＜利用資格＞ 

愛知県図書館 

県内在住・在勤・在学および隣接県に在住の場合は利用者カードを作成できます。利用者カードの申し込み時には、

運転免許証、学生証、健康保険証などを持参してください。利用者カードは３年間有効です。  

【貸出冊数と貸出期間】 

図書 ： 6冊 22日間  紙芝居 ： 6点 22日間  AV資料（ビデオ・CD･カセットテープ） ： 3点 22日間 

名古屋市図書館 

愛知県内に在住・在勤・在学の場合は利用者カードを作成できます。利用者カードの申し込み時には、運転免許証、

健康保険証、学生証などを持参してください。名古屋市立図書館共通の貸出券が発行されます。 

【貸出冊数と貸出期間】 

図書 ： 6冊 2週間（全館で合計 6冊まで） 紙芝居 ： 3 組 2週間  AV資料 ： 3 点 2週間 

特定の図書館で探す 

各図書館のWeb サイトから検索することもできます。 

愛知県内の公共図書館の一覧は 

https://www.aichi-pref-library.jp/list/liblist.html からアクセスできます。 
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検索結果を、資

料種別、データ

ベース 、所蔵

館、出版年など

で絞り込むこと

ができます。 
資料を所蔵して

いる図書館や、

書評にアクセス

できます。 

検索対象とする

資料種別を絞り

込むことができ

ます。 

他の図書館の所蔵を探す                                       

7.3  国立国会図書館・国際子ども図書館の所蔵を検索しよう 

＜国立国会図書館とは＞ 

日本で唯一の国立図書館であり、国内の図書館をサポートする役目を担っています。国内で刊行された出版物を国

立国会図書館に必ず納入しなくてはならない制度(納本制度) があるため、非売品の図書も含め国内の出版物のほと

んどを所蔵しています。個人への貸出は行っていませんが、大学図書館や公共図書館へ取り寄せることはできます。 

【国立国会図書館 Webサイト】 https://www.ndl.go.jp/  

 

＜国立国会図書館サーチとは＞ 

国立国会図書館 TOPページ → 資料の検索 →国立国会図書館サーチ ( https://iss.ndl.go.jp/ ) 

国立国会図書館、国際子ども図書館（児童書専門図書館）の所蔵資料を検索することができます。検索結果には、

目次情報、所蔵している図書館の検索、Amazon等書店へのリンク、児童書には要約・抄録の表示もされています。 

その他、国内で刊行され国立国会図書館が収集した雑誌のなかで、採録対象となる雑誌記事も検索できます。CiNii

や J-STAGE を始めとする外部のデータベースも横断検索が可能です。 

 

＜国立国会図書館サーチの使い方(図書・雑誌・雑誌記事の検索)＞ 

① 国立国会図書館の蔵書検索サイト 国立国会図書館サーチ( https://iss.ndl.go.jp/ ) へアクセスします。 

② 入力欄に検索したい言葉を入れ、「検索」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 検索結果が一覧表示されます。検索結

果の並び順は、検索キーワードの適合

順です。その他「新しい順」、「タイト

ル順」などに並び替えができます。 

「すべての連携先を検索する」に

チェックを入れると、外部データ

ベースも検索可能。 
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③ タイトルをクリックすると詳細データが表示されます。 

④ 資料を利用したい場合は、大学の図書館の所蔵や、近隣の公共図書館の所蔵を確認しましょう。大学図書館から

国会図書館へ貸出依頼をすることも可能です。申し込み方法など詳しくは、8.3 他の図書館の本を借りるには？

（相互貸借の依頼方法）を参照してください。 

 

＜国際子ども図書館とは＞ 

国際子ども図書館は、2000年1月1日に国立国会図書館の支部図書館として設立されたわが国初の国立の児童書

専門図書館です。 

国立国会図書館と同様、個人への貸出は行っていませんが、大学図書館や公共図書館へ取り寄せることはできま

す。 

【国際子ども図書館 Webサイト】 https://www.kodomo.go.jp 

 

＜資料を探す様々なツール＞ 

国立国会図書館では、Webサイト上で様々なサービスを提供しています。 

＊資料の探し方（リサーチ・ナビ） 

国立国会図書館 TOP ページ → 調べ方案内 → リサーチ・ナビ ( https://rnavi.ndl.go.jp/rnavi/ ) 

さまざまなテーマや分野について調べるためのツールや調べ方を知ることができます。 

 

＊レファレンス協同データベース 

国立国会図書館 TOP ページ → 調べ方案内 → レファレンス協同データベース ( https://crd.ndl.go.jp/reference ) 

さまざまな図書館で受け付けた質問とその回答や、特定のテーマやトピックに関する情報源の調べ方を 

知ることができます。 

 

＊国立国会図書館デジタルコレクション 

国立国会図書館 TOP ページ → 調べ方案内 → 国立国会図書館デジタルコレクション ( https://dl.ndl.go.jp/ ) 

国立国会図書館で収集・保存しているデジタル資料を検索・閲覧することができます。 

 

＊国立国会図書館サーチのスマートフォン版はこちら( https://iss.ndl.go.jp/sp/ ) から → 
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文献の入手方法                                     

8.1 図書館が所蔵している雑誌論文の 

コピーデータを入手する 

            （学内文献複写サービス EDDSの利用） 

＜必要な論文を入手するには＞   ※ 教職員、大学院生限定のサービスです。 

必要な論文が名古屋女子大学図書館に所蔵されている場合、論文のコピーデータをメールで受け取ることができま

す。読みたい論文を、迅速かつ簡便な形で入手することができます。必ず掲載雑誌が名古屋女子大学図書館に

所蔵されているかを確認して申し込みをしてください。所蔵の確認方法は、利用の手引き「Ⅰ-5．資料の探し方」を参

照してください。 

＜申し込み方法＞ 

１）    

※ 1：論文が掲載されている巻号、ページがあらかじめ分かっている場合に利用できます。 

※ 2：学外・学内どちらからでも利用できます。 

 

① 蔵書検索（OPAC）で雑誌を検索します。 

②「複写を申込む」ボタンをクリックします。 

③ マイライブラリにログインします。 

④ 必要事項を入力します。 

⑤ 確認に進み、「この内容で依頼」ボタンをクリックします。 

⑥「複写依頼の受理」メールが送信されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蔵書検索(OPAC)から申し込みをする場合 

④ 

⑥ 

 

注：コピーデータのお届けは翌開館日～2 日以内となります。 

 

学内文献複写サービス(EDDS)：入力 

1回目のメールです。 

＜受付連絡＞ 
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⑦ 申込みの資料が利用可能になったときに「申し込み資料の準備ができました」メールが到着します。 

メールで利用者番号を確認してから、記載されているURLより資料を利用してください。 

 

 

 

 

    ※マイライブラリの「新着情報」欄にもアクセス先の URL

は表示されます。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ コピーデータへのアクセスには、利用者番号が必要になります。 

こちらのメールで利用者番号を確認してから、記載されている URLをクリックし、コピーデータを利用してください。 

 

 

 

 

 

２） 

① 各種データベースで論文を検索し、本学「Full Text Finder」アイコンをクリックします。 

② 「図書の所蔵確認」からリンクをクリックし、蔵書検索（OPAC）で雑誌を検索します。後の手順は１）と同様です。 

  

 

蔵書検索（OPAC）から申し込みをする場合」手順①に進む 

2回目のメールです。 

＜お届け完了＞ 
⑦ 

コピーデータを利用できるのは、メール到着後２週間以内です。 

期限後はデータにアクセスできなくなりますので、ご注意ください。 

 

 

注意 

各種データベースから申し込みをする場合 

② 
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 文献の入手方法                                     

8.2 他の図書館が所蔵している雑誌論文のコピーを 

入手する（文献複写の依頼方法） 

＜必要な論文を入手するには＞ 

名古屋女子大学図書館に所蔵していない雑誌に掲載されている論文を、他の大学図書館や国立国会図書館など

へ依頼してコピーを送ってもらうことができます。CiNii やＪDｒｅａｍⅢなどで雑誌論文を探した場合は、必ず掲載雑誌が

名古屋女子大学図書館に所蔵されているかどうかを確認してください。また近隣の公共図書館や他大学の図書館に

行って実際に雑誌を閲覧することもできます。  

＜申し込み方法＞ 

蔵書検索から申し込む 

名古屋女子大学図書館の蔵書検索を利用して、申し込むことができます。 

学術情報センター URL：https://lsic.nagoya-wu.ac.jp/ ＞ 図書館資料を探す ＞ 詳細検索 

  

① 詳細検索画面で「検索先サイト」を「他大学所蔵」に切り替えま   

す。 

② 「資料種別」で「雑誌」を選択します。 

③ 「タイトル」欄に雑誌名を入力します。 

④ 「検索する」ボタンをクリックすると、検索結

果が一覧表示されます。雑誌名をクリック

すると詳細画面が表示されます。 

⑤ 詳細画面で「複写を依頼」ボタンをクリ

ックします。ログイン画面が表示されるので、

学内でパソコンを使用する際のユーザ名と

パスワードを入力します。 

 

 

⑥ 文献の複写依頼の入力画面が表示されます。雑誌名などのデータが引用されるので、論文タイトル、巻号、ペー

ジ、出版年、利用者項目（※）を追加入力して「確認に進む」ボタンをクリックします。 

⑦ 申し込み内容を確認し、「この内容で依頼」をクリックすると、申込みが完了します。 

 

※利用者項目について 申し込み時に入力する項目は以下のとおりです。 

・ 利用者名(必須)･･･ログインした場合は不要 

・ 公費・私費(必須)・・・ゼミ等の先生が支払う場合は公費になります。必ず先生の了承を得てから申し込んでください。 

・ 指導教官・・・公費の場合は必ず入力してください。 

・ 連絡先（TEL or メール）(必須)・・・文献到着時と不明な点などあった場合に連絡をしますので、連絡の取りやすいも 

                      のを入力してください。 

・ 通信欄・・・図書館に連絡したいことがある場合は、こちらに入力してください。 （例：○月○日までに必要です） 

 

① 
② 

③ 

④雑誌名をクリック 

⑤ 

⑥ 

 

75



論文記事の統合検索や、データベースの検索画面から申し込む 

CiNii、JDreamⅢ、EBSCOhost などで論文検索を行った結果、その論文のフルテキストを Web で入手可

能かどうか、掲載されている雑誌の図書館での所蔵や文献複写の依頼画面へアクセスすることができます。 

①  それぞれのデータベースの検索結果から、「Full Text Finder」へのリンクをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「Full Text Finder」の画面が表示されます。 

・フルテキストが Webサイト上で入手可能かを表示します。 

・名古屋女子大学図書館、他大学図書館の所蔵を確認します。 

・文献複写依頼を行う場合は ILLのリンクをクリックします。⇒蔵書検索から申し込む ⑥の手順に進みます。 

 

マイライブラリから申し込む(検索しても見つからない場合) 

蔵書検索では見つからない場合は、論文のデータを自分で入力して申し込むことができます。 

①  マイライブラリ https://libweb.nagoya-wu.ac.jp/opac/user/login にログインします。 

学内でパソコンを使用する際のユーザー名とパスワードでログインしてください。 

② マイライブラリ内の「新規申し込み」メニューにある、「複写を依頼」をクリ 

ックします。 

③ 必要な雑誌論文のわかっている項目(論文タイトル、巻号、ページ、出  

版年など)と、利用者項目を入力して「確認に進む」をクリックします。 

④ 申し込み内容を確認し、「この内容で依頼」をクリックすると、 

申込みが完了します。 

  

 

 

 

 

＜文献が到着したら＞ 

記入された連絡先へ連絡します。私費の場合は料金を連絡しますので、お釣りの無いように用意して連絡後一週間

以内に図書館カウンターへ来てください。文献をお渡しします。 

Webサイトから申し込みできない 

場合は、図書館カウンターで申込書 

に記入してください。 

＜例：JDreamⅢ＞ 

「Full Text Finder」 

をクリック 

文献複写依頼の場合は 

ここをクリック 

蔵書検索から申し込む ⑥へ 
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文献の入手方法                                    

8.3 他の図書館の本を借りるには？（相互貸借の依頼方法） 

＜他の図書館の本を借りるには＞ 

名古屋女子大学図書館に所蔵していない資料を、他の大学図書館や国立国会図書館などから取り寄せることがで

きます。CiNii Books などで資料を探した場合は、必ず名古屋女子大学図書館に所蔵がないことを確認してください。

また、近隣の公共図書館に所蔵がある場合は、公共図書館の利用をお勧めします。 

＜申し込む前の注意＞ 

他の大学図書館から取り寄せた資料は、図書館内のみでの利用となります（館外への貸出はできません）。また、往

復の送料がかかるので注意してください。 

＜申し込み方法＞  

蔵書検索から申し込む   名古屋女子大学図書館の蔵書検索を利用して、申し込むことができます。 

学術情報センター URL：https://lsic.nagoya-wu.ac.jp/ ＞ 図書館資料を探す ＞ 詳細検索 

  

① 詳細検索画面で「検索先サイト」を「他大学所 

蔵」に切り替えます。 

 

② 「キーワード」欄にキーワードを入力します。 

③ 「検索する」ボタンをクリックすると、検索結果が 

④      一覧表示されます。 

⑤      資料名をクリックすると詳細画面が開き  

⑥      ます。 

⑦  

  

 

⑧          

 

 

④ 詳細画面で「借用依頼」ボタンをクリックします。 

⑤ ログイン画面が表示されるので、学内でパソコンを使用する際のユーザ名とパスワードを入力します。 

⑥ 資料の借用依頼の入力画面が表示されます。書名などのデータが引用されるので、利用者項目（※）を追加入力

して「確認に進む」ボタンをクリックします。 

⑦ 申し込み内容を確認し、「この内容で依頼」をクリックすると、申込みが完了します。 

※利用者項目について 申し込み時に入力する項目は以下のとおりです。 

・ 利用者名(必須)･･･ログインした場合は不要 

・ 公費・私費(必須)・・・ゼミ等の先生が支払う場合は公費になります。必ず先生の了承を得てから申し込んでください。 

・ 指導教官・・・公費の場合は必ず入力してください。 

・ 連絡先（TEL or メール）(必須)・・・文献到着時と不明な点などあった場合に連絡をしますので、連絡の取りやすいも 

                      のを入力してください。 

① 

②  

④ 

③ 

⑤ 

⑥ 
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マイライブラリから申し込む(検索しても見つからない場合) 

蔵書検索では見つからない場合は、図書のデータを入力して申し込むことができます。 

① マイライブラリ https://libweb.nagoya-wu.ac.jp/opac/user/login にログインします。 

学内でパソコンを使用する際のユーザー名とパスワードでログインしてください。 

② マイライブラリ内の「新規申し込み」メニューにある「借用を依頼」を 

クリックします。 

③ 取り寄せたい資料のわかっている項目(書名、著者名、出版社、出版  

年、ISBNなど)と、利用者項目を入力して「確認に進む」をクリックします。 

④ 申し込み内容を確認し、「この内容で依頼」をクリックすると、 

申込みが完了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カウンターで申し込む 

インターネットの環境がない場合(自宅など)で申込書を記入したい場合は、図書館カウンターに置いてある申込書

に記入して申し込むことができます。 

① 申込者の氏名を記入します。公費の場合は名前の

後ろに担当教員の名前を記入します。 

② 所属身分(学生/院生/教員)を記入します 

③ 資料到着時と不明な点などあった場合に連絡をしま

す。連絡の取りやすいものを記入してください。 

④ 取り寄せたい資料のわかっている項目(書名、著者

名、出版社、出版年、ISBNなど)を記入します。 

⑤ 支払いが私費か公費（ゼミ等の先生が支払う場合。

必ず先生の了承を得てください。）に○をつけてくだ

さい。また、私費の場合は領収書の要/不要にも○

をつけてください。 

⑥ すべてを記入後、図書館カウンターへ申し込んでく 

ださい。 

＜資料が到着したら＞ 

記入された連絡先へ連絡します。連絡後、一週間以内に図書館カウンターへ来てください。 

※私費での申し込みの場合は、資料返却時に必要な切手の料金を連絡しますので、切手を持って図書館カウンター

へ来てください。公費での支払いの場合は先生の立替払いとなりますので、切手は不要です。 

※利用は図書館館内のみとなります。(館外への貸出はできません) 

① ① ② 
③ 

④ 

⑤ 
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情報の取り扱いについて 

9.1 インターネット情報の信頼性 

＜インターネットとは？＞ 

世界中のコンピュータ同士をつなぐネットワークのことです。1969 年にアメリカの国防総省で

実験されたのが始まりです。文字・音声・画像で構成された Web ページを表示する World 

Wide Web(WWW)、電子メール、ファイル転送（FTP）などがあり、現在では利用が日々増大し

ているメディアです。 

＜Webサイトは誰が情報を発信しているか＞ 

  Web サイトは、誰でも情報を発信することができます。ですが、発信された情報が正しいかどうか

を判断する人や機関はありません。そのために専門家が発信した信頼性の高い情報も、事実と異

なる虚偽の情報も存在します。利用する場合には、情報が正しいかを見極めることが重要です。 

 

＜Webサイトの情報発信者を見極める＞ 

Web サイトの情報を誰が発信しているかは、そのページのアドレス（URL: Uniform Resource Locator）からある程度

判断できます。アドレスの構造は下のようになっています。 

https://www．nagoya-wu．ac．jp 
 

組織名      （第 2 レベルドメイン）  （トップレベルドメイン） 

第 2 レベルドメイン・・・組織の性質を表します（例） 

トップレベルドメイン・・・国別・一般 （例） 

ac 大学系教育機関 大学が発信しているサイトです。教員や学生個人が作成している Web ページも含まれています。 

co 一般企業 
新製品の紹介や財務情報、採用情報などを公開しています。商品の販売を目的としていることが多

いため、商品の欠点などの情報は掲載されていません。 

or 非営利団体 いろいろな団体が含まれます。サイトの内容はさまざまです。 

go 政府機関 国や地方自治体が情報を発信するサイトです。ほとんどの情報は信頼のおける情報だといえます。 

ed 初等・中等教育機関 日本の初等・中等教育機関（小・中学校）など、児童・生徒が所属する機関のサイトです。 

ne ネットワーク関連機関 
プロバイダなどが提供するサイトです。そのプロバイダに登録した個人が作成したものなどがあり、

内容もさまざまです。 

jp 日本（国や地域名） 国や地域ごとに割り当てられたトップレベルドメイン。“jp”は日本を表しています。 

com 営利団体 世界中の誰でも取得可能です。主に一般企業のサイトが多く登録されています。 

org 非営利団体 世界中の誰でも取得可能です。サイトにはさまざまな団体が含まれ、内容もさまざまです。 

net ネットワーク関連団体 
プロバイダなどが提供するサイトです。そのプロバイダに登録した個人が作成したものなどがあり、

内容もさまざまです。 

gov 政府機関（米国のみ） アメリカの政府関係機関が発信しているサイトです。ほとんどの情報は信頼のおける情報です。 
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＜Webサイトで全ての情報が手に入る？＞ 

入手できない情報があります 

Yahoo!や Google などのサーチエンジンで検索をすると、何らかの情報を手に入れることがで

きます。場合によっては何万という情報がヒットしてくるため、手に入れられない情報はないと錯

覚してしまいます。ですが、インターネットが普及したのは 1990 年代のため、それ以前の情報の

ほとんどはインターネット上で入手することができません。 

一部しか検索できません 

サーチエンジンで検索することで、インターネット上の情報が全て検索できるわけではありません。サイトによっては

サーチエンジンから検索できないように制限されていることもあります。また、契約が必要な専門のデータベースのコン

テンツには、サーチエンジンからアクセスすることはできません。 

すぐに更新されてしまいます 

インターネットの大きな特徴である「情報が早い」という利点は、参考にしたページがすぐに無くなってし

まうという欠点にもなります。レポートの作成時点では存在していたWebページが、提出後には変更された

り、サイト自体がなくなってしまったりする可能性があります。 

 

＜情報を利用する前に＞ 

インターネットはとても便利なツールです。しかし、レポートや卒業論文など発表を目的としている場合、利用する情

報の正しさが、論文内容の正しさの判断材料となります。すぐに無くなってしまうような情報を利用した場合には、論文

の内容も曖昧であると判断されてしまいます。そのようなことにならないために、いろいろな情報を集めることが大切で

す。同じテーマに関する情報がいろいろな形で存在します。レポートや卒業論文を作成する場合には、インターネット

で集めた情報だけでなく、必ず複数の情報源で相違を確認しましょう。 

 

 

資料の特徴 

 インターネット 図  書 雑  誌 

情報の

速さ 
とても早い 

執筆から出版までにある

程度の時間が必要 
週刊誌や月刊誌、年刊などさまざま 

情報の

信頼性 

発信者の確認や 

情報の確認が必要 

研究者や専門家による

執筆のため信頼できる 

一般雑誌は専門家による執筆と記者による執筆がある

ため確認が必要だが、学術雑誌は研究者や専門家によ

る執筆のため信頼できる 

 

＊参考文献 

ネットアドバンス JapanKnowledge 「日本大百科全書」（東京：小学館，©2001-2008年） アクセス日 2008年 2月 13日 

総務省 情報通信政策局 情報セキュリティ対策室 「国民のための情報セキュリティサイト」 （©2013-2018年） 

 ＜http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/security/ ＞アクセス日 2019年 7月 30 日 

慶應義塾大学日吉メディアセンター 「KITIE」 （©2005年） ＜ http://project.lib.keio.ac.jp/kitie/ ＞アクセス日 2019年 7月 30 日 
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 情報の取り扱いについて 

9.2 著作権とは 

＜著作権とは？＞ 

 知的な創作活動によって何かを創り出した人に対して与えられる「無断に利用されない」権利です。対象となる「著作

物」は、表にあるようにさまざまなものが対象となります。これらの「著作物」を作成した著作者が持つ権利（著作権と著

作隣接権）を保護するための法律が「著作権法」です。著作権は、著作者によって創られた時点で「自動的」に与えら

れる権利です。 

言語の著作物 講演、論文、レポート、作文、小説、脚本、詩歌、俳句など 

音楽の著作物 楽曲、楽曲を伴う歌詞 

舞踊，無言劇の著作物 日本舞踊、バレエ、ダンス、舞踏、パントマイムの振り付け 

美術の著作物 絵画、版画、彫刻、マンガ、書、舞台装置など（美術工芸品を含む） 

建築の著作物 芸術的な建築物 

地図，図形の著作物 地図、学術的な図面、図表、設計図、立体模型、地球儀など 

映画の著作物 劇場用映画、アニメ、ビデオ、ゲームソフトの映像部分などの「録画されている動く影像」 

写真の著作物 写真、グラビアなど 

プログラムの著作物 コンピュータ・プログラム 

文化庁長官官房著作権課「著作権テキスト」より 

＜著作者の権利＞ 

著作者の権利には、人格的な利益を保護する「著作者人格権」と、財産的な利益を保護する「著作権（財産権）」の

二つがあります。「著作権（財産権）」は「無断で＊＊されない権利」で、以下のものがあります。 

複製権 
著作物を「形のある物に再製する」（コピーする）ことに関する権利。手書、印刷、写真撮影、複

写、録音、録画、パソコンのハードディスクやサーバーへの蓄積など 

上演権・演奏権 著作物を公衆向けに上演したり、演奏したりすることに関する権利 

上映権 著作物を機器を用いて公衆向けに上映することに関する権利 

公衆送信権・伝達権 

著作物を公衆向けに送信することに関する権利 テレビやラジオでの放送（有線放送含む）、イ

ンターネットを利用した「自動公衆送信」、ファックスやメールを用いた送信、それらの公衆送信

された著作物を受信装置を使って公に伝達する権利 

＊サーバーなどに蓄積された情報を公衆からのアクセスにより自動的に送信することを「自動公

衆送信」といい、そのサーバーに蓄積された段階を「送信可能化」という 

口述権 「言語の著作物」を朗読などの方法により口頭で公衆に伝えることに関する権利 

展示権 「美術の著作物」・「未発行の写真の著作物」の原作品を公衆向けに展示することに関する権利 

譲渡権 著作物を公衆に向けに譲渡することに関する権利 

貸与権 著作物を公衆に貸与することに関する権利 

頒布権 映画の著作物の場合に限り、「譲渡」と「貸与」の両方を対象とする「頒布権」に関する権利 

二次的著作物の創作権 
著作物を翻訳、編曲、変形などにより創作的に加工することによって「二次的著作物を創作す

る」ことに関する権利 

二次的著作物の利用権 自分の著作物から創られた「二次的著作物」をさらに利用することに関する原作者の権利 
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＜著作物を自由に使える場合＞ 

決められた一定の条件の下であれば、著作権を制限して著作物を自由に利用することができます。 

例外的な無断利用ができる場合（一部） 

私的使用の

ための複製 

①家庭内など限られた範囲内で，仕事以外の目的に使用すること ②使用する本人がコピーするこ

と ③誰でも使える状態で設置してあるダビング機（コンビニなどのコピー機）などを用いないこ

と ④コピープロテクションを解除して（又は解除されていることを知りつつ）コピーするもので

ないこと 

図書館など

での複製 

①政令で定める図書館等であること ②「営利」を目的としないコピーであること ③コピー行為

の「主体」が図書館等であること ④その図書館等が所蔵している資料をコピーすること 

⑤次のいずれかの場合であること  

・調査研究を行う利用者の求めに応じて，既に公表されている著作物の一部分（既に次号が発行されてい

る雑誌の中の著作物については，全部でもよい）を，一人につき一部提供する場合 

・図書館資料の保存のために必要がある場合 

・他の図書館の求めに応じ，絶版その他これに準ずる理由により一般に入手することが困難な図書館資料

のコピーを提供する場合 

引用 

①既に公表されている著作物であること ②「公正な慣行」に合致すること ③報道，批評，研究

などの引用の目的上「正当な範囲内」であること ④引用部分とそれ以外の部分の「主従関係」が

明確であること ⑤カギ括弧などにより「引用部分」が明確になっていること ⑥引用を行う「必

然性」があること ⑦｢出所の明示」が必要（コピー以外はその慣行があるとき） 

＜身近な著作権＞ 

音楽 CDのコピー 

   デジタル方式でコピー（複製）する場合は、アナログ方式とは異なり「補償金の支払い」が必要ですが、「CD-R，

DVD-R 等の価格にあらかじめ上乗せされている」ことにより、補償金を支払っています。これを「私的録音録画補償

金制度」といいます。 

Web上の画像 

   Web 上で公開されている画像や写真、文章にも著作権があります。利用する場合にはそのサイトの利用規約を必

ず確認しましょう。 

＜図書館に関連する著作権＞ 

本のコピー 

   図書館でのコピーは「例外的な無断利用ができる場合」で認められている範囲に限ります。私的なノートなどはコ

ピーできません。 

DVDを館外へ貸出できない理由 

   映像ソフトを館外へ貸出すると、著作権（財産権）の「貸与権」に該当し、権利の侵害となるため館外への貸出は

できません。館内での利用は「非営利・無料」での上映となるため著作権者の了解なしにできることになっています。 

＜権利の侵害＞ 
・ 著作物を無断でコピーや販売、インターネットで送信した場合など、著作者の権利を侵害すると、「犯罪」として罰

せられます。 

・ 「海賊版」と知りながら販売、所持することも、著作権の侵害とみなされる行為です。注意しましょう。 

・ 違法配信された音楽・映像の無断ダウンロードも違法（権利侵害）とされます。 

 

＜参考・引用資料＞ 

文化庁 著作権 ＜ http://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken.html ＞ アクセス日 2019/07/30 
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